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　平成 31（2019）年４月１日施行の「出入国管理及び難民認定法及び法務省設置法の一
部を改正する法律」により、在留資格「特定技能」が創設されて６年が経過します。
　特定技能制度は、人手不足が深刻な産業分野にて即戦力となる外国人材を受け入れる
もので、農業分野では在留期間が通算５年までの「特定技能１号」が適用されてきました。
さらに令和５（2023）年８月 31 日からは、農業を含めた 11 の特定産業分野において、「特
定技能２号」が運用開始となりました。
　その後も制度は着実に拡大し、全分野の特定技能外国人は 26 万人を超え ( 令和６年８
月末 )、 特定技能外国人を雇用する受入れ機関も１万を超えています ( 令和６年 10 月末 )。

　こうしたなか、一般社団法人全国農業会議所では、農林水産省の令和６年度「外国人
材受入総合支援事業」にて、農業分野で特定技能外国人を受入れている農業者等を調査し、
令和２年度から優良事例集を５年間作成してきました。

　具体的には、「農業特定技能協議会」に加入している受入れ農家等に、以下の事項につ
いてアンケートを行ったうえで、個別に取材・調査し結果を取りまとめました。

① 制度導入のきっかけ・取り組み
② 雇用契約・支援内容
③ 外国人材の労働条件とキャリアアップ・処遇
④ 受け入れた効果と今後の受入れ国等の考え方
⑤ 特定技能外国人の声　など

　特に令和３年度以降の調査では、特定技能外国人を一定の立場に登用するなど、外国
人材の明確なキャリアアップに取り組むといった、モデルとなり得る事例を紹介してい
ます。
　また、特定技能外国人への支援の工夫や受入れる際の心構え、働く職場での役割分担
など、参考になる内容を掲載しています。

　特定技能外国人を受け入れている、あるいは受入れを検討している農業者等の皆さま
が適正かつ円滑にこの制度を利用し、また外国人材が働きやすい環境がより一層整備さ
れるため、本事例集をご活用ください。

　令和 6（2024）年 12 月

一般社団法人　全国農業会議所

※事例内容の年、月、人数等は調査時点の数値です。
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■ 経営規模
●　主な作物　　長ネギ、スイートコーン、ブロッコリー、トマト、小麦、大豆他
●　事業内容　　 野菜生産、野菜一次加工（玉ねぎ、加工カボチャ、ごぼう）、農家民宿、農作業請負
●　耕地面積　　55ha
●　売 上 高　　４億円 /23 年度
●　従 業 員　　日本人 20 人（正社員８、パート 12）
　　　　　　　　外国人 22 人（男性 14、女性８）

■ 在留資格等
●　特定技能外国人　　 ５人（中国 2、モンゴル 2、インドネシア１、2022 年１月から雇用開始、

男性４、女性１）
●　技能実習生　　　　17 人（ベトナム、モンゴル、インドネシア）

●　人手不足の解消が第一だが、自社の技能実習生３名（3 号修了者）が継続して働くことを希望
したため、特定技能に移行し継続雇用した。

●　他に他社の技能実習 3 号修了者が 1 名、派遣会社から当社での勤務を経て、母国で勉強し試験
に合格した人が 1 名勤務している。

2 導入のきっかけ・取り組み等

受 入 れ 機 関

株式会社三木田
（北海道夕張郡長沼町）
（�昭和62年創業者が家業の農業を継ぐ、平成19年㈱三木田
設立、平成29年から現代表）

登録支援機関

合同会社竹原

野菜生産と一次加工の通年雇用で安定した職場を
多国籍人材を受け入れ、外国人材のキャリアアップ仕組みも!

耕 種

01

１ 基本情報

事 例
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［事例01］株式会社三木田 

●　外国人材にとっては、働きやすさと通年で仕事があり収入を得られることが、当社の魅力になっ
ている。

■ リクルート方法について
●　自社以外は、監理団体、登録支援機関からの紹介。
●　仕事の内容や旅行・交流などを当社インスタグラムで海外向けに紹介し、募集を募っている。
モンゴルの特定技能外国人は、一時帰国後にこのインスタを見て再入国してきた。

●　㈱三木田で働き帰国した人材を中心に、インドネシアに日本語学校を創設し、日本で働きたい
人材を開拓するビジョンも持っている。将来はこのルートを通じたリクルートも検討していきたい。

■ 雇用契約
●　10 年ほど前から中国人技能実習生を受け入れ始めたが、冬場は農閑期になることから、春か

ら秋までの半年契約としていた。
●　現在は多品目栽培や加工など通年作業ができるので、1年ごとの契約で、連続して３年間雇用
としている。

●　外国人材側も、2 ～３年先を見越して３年間は居たいと希望しているようだ。

■ 支援計画について
●　計画の作成は登録支援機関に依頼している。
●　事前ガイダンスについては、登録支援機関が中心となって、当社も同席して行う。
●　給与の控除項目などは、きちんと伝えている。
●　プリペイドカードで代金のやり取りをして、商品が届かないなどのトラブルがあったため、不

明なサイトなどは利用しないよう、注意喚起している。

■ 住環境について
●　宿舎は4カ所で、１軒家を借り上げるなどして、提供している。通勤用に自転車を貸与している。

4 戸の寮からも同程度の通勤時間である。
●　大まかには国ごとに分けており、多国籍となる場合もあるが、特定技能外国人は日本語でお互

いに話し合いができるので問題はない。
●　男子寮（3人が特定技能で中国 1、モンゴル 2とベトナム 3号実習生 1）、女子寮（中国、モンゴル、

3 雇用契約・支援内容
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ベトナム、インドネシアで 8人）、インドネシア寮、ベトナム寮となっている。女子寮は、全員
に個室を提供している。

●　近隣とのトラブルはない。付近に外国人が居住していることはほとんどないため、挨拶などを
きちんとするよう、伝えている。近隣の方々はむしろ暖かく接してくれている。

■ コミュニケーション・苦情対応等について
●　定期的なミーティングは行っていない。特定技能外国人は長く当社で勤務しているので、コミュ

ニケ―ションでの問題はほとんどない。
●　住環境については、布団、冷蔵庫など、生活用品のリクエストがあるくらいで、仕事上の苦情

などはない。
●　残業は、希望する人には、率先して働いてもらっているが、そうでない場合は、自由に休める

ようにしている。現在のところ特定技能外国人は、週 40 時間の労働時間以上に働きたいと希望
している。

■ 労働条件
●　給料は　月給制で、18万 5,467 円。
●　1 日の労働時間は 7.5 時間で、始業は 8 時、終業は 17 時。
●　休憩は 10 時から 15 分、12 時から 60 分、15 時から 15 分。
　　10 時と 15 時の休憩時にはジュースを支給している。
●　賞与は上限 62,000 円。成果によって、差を設けている。特別給もある。
●　特定技能外国人や特定の実習生には、毎月 20,000 円 / 人の住宅手当を支給している。
●　夏の繁忙期 4か月間は、社食（昼食）の提供を低価格で行っている。忙しい中で簡単に済ま

せる人も多いが、きちんと食事をとってもらいたいと考え、取り組んでいる。

■ 安全衛生・労務管理について
●　畑でも、集荷作業場でも、機械を使ったり、作業機を使ったりするので、作業上注意事項があ

る場合には、その作業場ごとにリーダーとなっている社員（日本人）が、事前に注意を促している。

■ キャリアアップ・能力向上対策について
●　日本人、外国人を問わず、能力があればリーダーに昇格できるよう考えている。

4 労働条件とキャリアアップ・処遇
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［事例01］株式会社三木田 

●　能力向上の支援として、自動車関係運転免許資格取得は、100%補助している。
　　現時点の取得者は２人。（1 名はモンゴルで免許を持っていたので、国際免許への切り替え）
●　日本語能力検定等の合格者にはかかった費用を 100％補助する。現時点で、N2 を持っている

者が 1 名、N3 を持っている者が 2 名、N4 は 1 名となっている。1 名は、N1 を取得チャレンジ
している。

●　今後、工場長などになった場合は、重機の資格も取ってもらうことを考えている。

■ 昇給等について
●　賃金昇給は年に 1 度評価による昇給制度がある。

■ 福利厚生について
●　地域の秋祭り（栗山祭り）への参加や、2 か月に 1 回食事会（外食）を実施。
●　年末には毎年札幌などへ一泊の社員旅行を実施している。
●　モンゴル人の特定技能外国人が自動車免許を所持し、会社の車を利用して月 2 回ほど岩見沢市

の業務スーパーまで買い物に連れていく。

■ 受入効果について
●　平成 29年から受入れを開始して、売上は倍になっている。
●　栽培面積や作物は変わっていないが、他の農家さんに栽培してもらった長ネギの収穫や、冬季
の玉ねぎの 1次加工など通年で作業できることが、規模拡大につながっている。長ネギは収穫
が作業として一番大変で、高齢化により農家さんが減っていく中、実習生も含め多くの従業員が

5 効果と今後の動向
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就業していることで、栽培農家からの作業委託の依頼が増えている。
●　職場の活性化にも効果があり、年齢差がある日本人従業員も若い実習生や、特定技能外国人に

対して孫のように接してくれており、コミュニケーションも上手くとれている。

■ 帰国後の交流について
●　帰国後は母国で農業を活性化してほしいが、トラクターなど機械の関係でも、日本と同じやり

方は難しい。
●　現実的にできることとして、覚えた日本語を活用してもらって、日本に興味があり、働きたい
と考える後輩や、友達・仲間がいたら、来日してもらえるような仕組みを当社が作り、運営に携
わってもらえればと思っている。日本語の塾・学校などを想定している。現在の話を聞くと日本
語を勉強するのに、当地の 1 か月分の月給程の学費がかかるという。低価格で学べる場所を作り、
働き先として当社を選んでもらえるような仕組みづくりを今後のビジョンとして考えている。

■ 今後の採用の増員について
●　今後も採用は増やしていきたい。また在職する技能実習生が希望したら、採用していきたい。
●　転職など人の移動は悪い事だとは思っていない。外国人材が良い会社へ転職できることだから、
逆に当社に来てもらえるチャンスだと思っている。現在のところ、当社を辞めているのは、母国
に帰る希望の者だけで、他所の農家さんから当社へ移ってくれた人材も多い。

■ 特定技能 2 号の活用意向について
●　現時点では未定であるが、活用していきたい意向はある。

■ 新規国籍者について
●　現在も多国籍であり、面接時点で労働体系など詳しく伝えている。現時点では、お祈りの時間

など宗教的な問題もない。
●　今後も多国から受け入れていきたい。

■ 共生社会に向けた取り組み
●　かつては草取りなどあって参加していたが、現在は特に地域での共同作業はない。
●　この地域で外国人材を雇用しているのは当社だけであり、近隣の方々は「みんなに食べさせて」
とお米を持ってきたり、暖かく接していただいている。

●　地域の学校の体育館で、当社のバスケットボールチーム（モンゴル人中心の多国籍）が、高校
生のチームと試合をするなど、交流している。

６ 新規受け入れ国等の考え方
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［事例01］株式会社三木田 

■ 育成就労制度について
●　特定技能 1 号まで続けてやってもらえる仕組みとして、活用していく事を考えている。

チョウ・タン・タンさん
●　中国吉林省の出身。来日して 6年になります。当社へは、今年（令和 6年）4月に特定技能 1
号として、入社しました。

●　最初は三重県で縫製の仕事をしていました。いろいろと経験したかったことと、農業に興味が
あったので、農業の仕事にかわりました。

●　日本語は、本を読んだりして勉強していました。会社に入ってから、仕事で日本の方と話すの
は大変な時もあるので、自分にとっては勉強することが一番大事だと思っています。

●　日本の料理・食べ物は大好きです。一番好きなのは、お寿司、お刺身。嫌いなものは今のとこ
ろないです。

●　白菜、レタス、タマネギなど、自分で食べる野菜も作っています。
●　今後も長く日本で働きたいと思っています。

７ 特定技能外国人の声



10

●　主な作物　　芝生、花き
●　耕作面積　　芝生 60ha、ハウス 35a（5 棟）
　　　　▶ハウスでは花き（マリーゴールド、ベゴニア）を生産している
●　社員構成　　日本人 2 人
　　　　　　　　外国人 3 人

■ 在留資格等
●　特定技能外国人　　1 人（ベトナム＝男性、2018 年 10 月～技能実習生、3 年後特定技能へ）
●　技能実習生　　　　2 人（ベトナム＝男性）

●　特定技能の受入をはじめた背景は、人手不足の解消（継続的な雇用）や技能実習生から継続し
て働きたい方を採用する目的で開始した。

●　特定技能外国人については受け入れて 3 年程度になる。2018 年に技能実習生として受け入れ、
2021 年に特定技能になった。

●　ベトナム人を採用している理由は、日本人と性格を理解し合い、相性が良いと感じたことが大
きな要因である。

2 導入のきっかけ・取り組み等

１ 基本情報

受 入 れ 機 関

有限会社丸富研究農場
（北海道二海郡八雲町）
（�親会社は（有）丸富=北海道建設管理部より工事優良企
業を受賞）

登録支援機関

一般社団法人雇用創出支援機関（ECS）

親会社とともに寒さに強い日本芝を開発して栽培
特定技能外国人に中核的な仕事を任せる!

耕 種

02
事 例
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［事例02］有限会社丸富研究農場 

●　外国人側は日本での高賃金に期待した。
●　元々技能実習生の管理は、公益社団法人国際人材革新機構（iforce）という監理団体にお願い

をしている。
●　現在の技能実習生は、受け入れて 2 年目である。基本的にはベトナム北部の人材が多い。
●　現在は人材不足であるため、技能実習生にとって有利な条件を提示できるようにしている。
●　現在、技能実習生も入っているため、丸富として人手不足は感じていない。

■ リクルート方法について
●　自社の技能実習生 2 号からの継続雇用。
●　ベトナムから実習生を受け入れた理由としては、社長がベトナムに知人がおり、定期的に渡航

の機会があったことが挙げられる。またベトナムの送出機関を視察した経験があり、その機関を
経由して技能実習生を入れたいと検討したことが実際の導入に繋がった。

●　監理団体は送出機関が提携している 3 社～ 5 社から選ぶ必要があったため、条件が合致した公
益社団法人国際人材革新機構（iforce）を選んだ。

●　登録支援機関に対する不満はなく、制度全体に関しても問題ない。書類などに関しても苦戦し
た経験もない。一般社団法人雇用創出支援機構（ECS）は 3 か月に 1 回訪問に来るなどのほか、
オンラインで必要時に対応してくれるなど、定期的にコミュニケーションを取っている。

■ 雇用契約
●　連続して 5 年の契約となっている。雇用期間は外国人の意思により、本人が決めている。
●　技能実習修了後に 2か月間一時帰国し、特定技能の雇用契約を結んだ。

■ 支援計画について
●　支援計画の作成は、登録支援機関に依頼している。
●　事前ガイダンスでは特に年金・税金制度について重点的に説明したが、日本の税金はベトナム

と類似制度であるため理解を得ることに苦戦しなかった。

■ 住環境について
●　会社の購入した中古の住宅 2 棟に、親会社である有限会社丸冨と、有限会社丸富研究農場の合

わせて 6 名が居住している。現在は受入人材が男性のみであるため、性別で住居を分けたりはし
ていない。外国人は快適で気に入っている。

3 雇用契約・支援内容
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●　外国人はごみの分別についても理解しており、ルールに則ってゴミ出しをしている。
●　広い庭ではサッカーや家庭菜園等を行いながら、生活をしている。

■ コミュニケーションについて
●　仕事面含めて、問題なくコミュニケーションを取れている。
●　道南の方言に関しても理解しており、標準語よりも慣れている可能性が高い。

■ 労働条件
●　給料は月給制で 22 万円であるが、一定の残業もある。基本的には日本人と差をつけないよう
意識しており、同水準に設定している。

●　1 日の労働時間は 7:30 ～ 16:00 である。7 時間労働が基本であり、年間通じて変わらない。

■ 安全衛生・労務管理について
●　農業トラクターを使用する作業は、危険を伴うこともあるため注意している。
●　今まで事故・怪我の発生はない。
●　実習生は運転免許も保有している。仕事でしか運転しておらず、社用車を利用している。

■ キャリアアップ・能力向上対策について
●　特定技能外国人は既にリーダーになっており、中核的な役割を果たしている。
●　免許を持っていなかった特定技能外国人は、本人の意向もあり自動車学校に通った。実技は問

題なかったが、漢字など言葉の面で苦戦し、卒業までに 1 年ほどかかった。会社にて試験費用を
100% 負担した。

　　ベトナムの国際免許は日本では運転できなく、日本の免許に切り替える必要がある。

■ 昇給等について
●　賃金は定期昇給ではないが、パフォーマンスに応じて適切に評価・昇給を行っている。
●　親会社はリーダー手当制度があるが、有限会社丸富研究農場は、建設現場がないためリーダー

手当はないが中心的な仕事をしてもらっている。

■ 福利厚生について
●　年末に会社の忘年会として登別に観光に行き、温泉施設に宿泊した。
●　受け入れている技能実習生の数が少ない時期は頻繁に観光したが、受入人数が増えてからは機

会が減った。過去には花火やいちご狩りなどへ行った。

4 労働条件とキャリアアップ・処遇



13

［事例02］有限会社丸富研究農場 

■ 受入効果について
●　労働力の向上に繋がっていることは間違いない。

■ 帰国後の交流について
●　SNS での交流が中心になると考えている。機会があればベトナムを訪れたい。

■ 今後の採用の増員について
●　技能実習生から特定技能への意向は、本人の意思を尊重したいと考えている。

■ 特定技能 2 号の活用意向について
●　特定技能 2 号の試験があるため、ハードルの高さを懸念している。

■ 新規国籍者について
●　ベトナムをはじめとした諸外国で賃金が上昇しているため、受入意向があっても実習生が来てく

れないのではないかと懸念している。日本以外では台湾・韓国に働きに行っているケースがあるよう
である。

■ 共生社会に向けた取り組み
●　自治体に対して、特定技能に関して支援してほしい内容は特にない。
●　育成就労制度に関して、制度が固まっていないため活用の意向などに関しては決められない。

外国人従業員がいなくなったら困るため、活用は前向きに考えている。

グエン フン フィさん
●　フィは外国人実習生の一期生です。周囲には日本で技能実習生として働いている友人も多いで

す。特定技能は給料が高いという認識である。残りの契約期間についても、頑張って取り組んで
いきたいと考えています。

5 効果と今後の動向

6 新規受け入れ国等の考え方

７ 特定技能外国人の声
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●　主な作物　　大根（年間 24 万トンの販売）
●　耕作面積　　35ha、ハウス 5 棟
●　社員構成　　日本人 11 人（役員 2 名、正社員 9 名）
　　　　▶以前は、有限会社井上農産として経営していた。
　　　　▶事業継承で 2023 年 1 月 5 日に株式会社化し、株式会社いぶりの里に名称を変更した。

■ 在留資格等
●　特定技能外国人　　4 人（ベトナム＝男性 2 人、2021 年から。女性 2 人。2023 年と 2024 年から）
●　技能実習生　　　　1 人（ベトナム）

●　人手不足を背景に、外国人材の受け入れを決めた。日本人の応募もあるが、長続きしない。
●　最初は 2 名のベトナム人男性を、技能実習生として受け入れた。1 名は帰国したが、もう 1 名

は 3 年が経過し、特定技能外国人材として現在も働いている。
●　受け入れている特定技能外国人は、もともと厚生連の病院で研修を受けていたため、働き始め

た最初から特定技能外国人という扱いであった。コロナの影響で帰国していたが、当方の雇用条
件書を通知し、2021 年 9 月 15 日に特定技能外国人材として女性が 2 名来日した。

●　特定技能外国人の方が、言語の壁がなく、仕事に慣れているという面で効率よく業務を行える。

１ 基本情報

2 制度導入のきっかけ・取組等

受 入 れ 機 関

株式会社いぶりの里
（秋田県大仙市）
（�2013年東日本大震災から東北の名産を復興・支援し、2015
年から（有）井上農産、2023年井上農産から事業継承する）

登録支援機関

株式会社Smart One

「いぶりがっこ」の生産で、大根生産から販売ま
で六次産業化として取り組み、秋田文化や日本
語を勉強し、リーダー層としての活躍を目指す

耕 種

03
事 例
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［事例03］株式会社いぶりの里 

●　当初は、秋田の方言が伝わらず、コミュニケーションに苦労した。言葉が伝わらないこともあ
り、何回も聞き直したり、身振り手振りで対応してきた。

■ リクルート方法について
●　特定技能 4 人は、自社の技能実習 2号修了者 1人と、他社の技能実習 2号修了者 3人である（自

社の外国人従業員からの紹介含む）。
●　賃金が高く、残業が可能な点が外国人材にとってメリットである。賃金はベトナムと比較して、

3 倍程度高いと思われる。
●　特定技能外国人の登録支援機関は株式会社 Smart One であり、技能実習生の監理団体は東北

産業である。

■ 雇用契約
●　株式会社 Smart One から外国人の紹介を受け、いぶりの里で直接雇用している。在留カード

の手続き等は株式会社 Smart One が行う。
●　雇用契約期間は 2年であり、その後は互いに合意の上で継続をしている。本人からの希望で 2
年に設定した。

■ 支援計画について
●　登録支援機関のサポートは適切である。
●　入国前のガイダンスで注意した支援ポイントは、犯罪防止の注意喚起・日本文化の特徴に関す
る説明である。

●　若い方もいるため、万が一に備えて犯罪防止の注意喚起は常に行っている。
●　休日は神社や祭りなどの日本文化に積極的に触れる機会を作っている。
●　健康診断等での再検査が来た際は必ず病院に診察に行くよう案内をしている。現時点では、免

許を持っているため、自身で運転し病院に行っている。

■ 住環境について
●　工場から車で 2 ～ 3 分程度である。
●　住宅環境について、12 平米（6畳）を 1人 1 部屋としている。一軒家を男女別（2名ずつ）

で借りている。
●　ゴミの分別は、自分たちで会社に集めて、一括して処理をするようにしている。
●　近隣住民とのトラブルはない。常に注意するよう指導している。大仙市内の外国人材を受け入

れている他の会社でもトラブルは聞いたことがない。

■ コミュニケーションや苦情対応等について
●　コミュニケーションの取り方として、外国人の方が喜ぶことをするようにしている。月に 2～
3回は一緒にレストランで夕飯を食べている。休日が多い。

●　年に 2 ～ 3 回は旅行に行くようにしており、花見や近隣地域の祭りに行くようにしている。過
去に鎌倉や男鹿半島、弘前の桜まつり、岩手県のわんこそば体験に行った。

●　外国人からは残業を増やしてほしいとの要望があり、外国人全員が同じように残業している。

3 雇用契約・支援内容
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●　大根収穫の際は繁忙期になり、1 日 2 時間程度は残業している。

■ 労働条件
●　基本的には月給制であり、額は 192,000 円～（1,000 円 / 時間× 24 日 / 月で計算）で契約する。

残業した際には残業の割増手当をつけている。
●　ボーナスは年 20万円程度であり、長期休み（盆・正月）に合わせて支払いをしている。
●　残業手当は 20 万～ 50 万円 / 年程度である。SNS 等の情報にアクセスしやすい中で、比較的

に高い関東圏の給与と負けないように取り組んでおり、外国人も喜んでいる。
●　正当な給料を支払うことが、長期的な労働意欲につながると考えている。
●　1 日の労働時間は 8:00 ～ 17:00 である。休憩は午前・午後で 30 分ずつ、昼 1 時間に設定している。
●　作業が早く終わった際にも、17:00 までの勤務としてカウントしている。
●　労働基準法に則り、時間外労働には、日本人と同様に 125% 支給している。休日労働は基本的
にはない。

●　日本人は残業しないが、外国人は残業を希望するため、朝働いていただいている。5:00 ～ 7:00 ま
で作業してもらい、3,000円/ 時を支給している。労使とも、労働力が増えたことにより助かっている。

■ 安全衛生・労務管理について
●　危険な作業は基本的にはない。加工も実施しているため、スライサー等の機械はあるが、注意

するよう促している。
●　どの部署に行っても、仕事ができるように覚えてもらっている。日によって作業内容も異なる。
●　農水省のGI 登録で、「いぶりがっこ」の名称が、真正な日本製品としてブランド化された。

■ キャリアアップ・能力支援について
●　現在雇用している外国人全員に、リーダーとして働いてもらうことを期待している。
●　長期で働いてもらえるのであれば、現場監督などの役職をお願いしたいと考えている。会社と

しては長く勤務していただきたいが、本人の意思を優先する。
●　4 名のうち 3 名（男性 1名、女性 2名）は自動車運転免許を取得して業務に取り組んでおり、

トラックも運転することが可能である。会社の車を預けており、自由に使えるようにしている。
●　特定技能外国人の男性 1 名は車を購入したが、購入費用の半分を会社で負担した。自動車運転

免許の取得費用も会社で負担をした。
●　2 名（女性 1名・男性 1名ずつ）は結婚している。

4 労働条件とキャリアアップ・処遇
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［事例03］株式会社いぶりの里 

●　1 か月程度里帰りをしていた。長期帰国の際は、有休消化で対応している。

■ 昇給等について
●　スキルアップに伴い、給与も上がっている。評価制度による昇給のため、大きな違いはないが、

支給額は異なっている。外国人同士で賃金の差を把握しているかどうかはわからない。
●　日本語が堪能な人材（1 名）には、リーダーとして手当を給付している。コミュニケーション
を取りたい際に通訳として活躍している。通訳する場合は、資格・技能手当として付与している。

●　住宅については、2万円 /人のうち 1万円を補助している。毎月 1 万円（光熱費代等）は納め
てもらっている。

■ 福利厚生について
●　積極的に旅行などを実施している。
●　地域のイベントに、多く参加してもらえるように工夫している。秋の紅葉も体験してもらいた

いが、作業状況もあり、行けないこともある。

■ 受け入れ効果について
●　大根の収穫など、重いものを扱う作業で特に役立っている。大根の生産・収穫をこれまで日本

人が担当していたが、高齢化もあり厳しい状況であった。外国人人材の導入により、作業スピー
ドが 2～ 3倍向上した。

●　大根はコンバインでの収穫作業となる。外国人人材は燻製・漬け込み等すべての工程に携わる。
その中でも収穫が大変である。雪が降ると収穫が難しいため、時間との勝負になる。

●　生産から出荷まで、最低でも 3か月は要する。基本的には、人力による手作業で手間がかかる。
●　作業チームは組んでいるが、日本人・外国人も同じレベル・待遇で作業をしている。栽培、収
穫、加工、殺菌、梱包等の作業がある。

●　技術的には燻製が一番難しい。外国人人材が担当してくれており、助かっている。日本人従業
員の模範的な存在にもなっている。

●　外国人の受け入れで苦労した点としては、環境に馴染めないことがある。過去には帰国しても
らった例もある。

●　他の受け入れを検討している生産者の懸念点として考えられる、泥棒等の犯罪に関するトラブ
ルはない。

5 効果と今後の動向
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■ 帰国後の交流について
●　相手次第だが、継続的に連絡を取りたいと考えている。
●　帰国実習生等に再度働いてもらったり、日本での労働を希望している人材の紹介をお願いしたい。

■ 採用の増員について
●　今後も外国人の採用は継続していきたいと考えている。日本人が集まらない等の課題の解決に

も繋がる。

■ 特定技能 2 号の活用意向について
●　活用意向はあるが、特定技能ということもあり、縛りがあることを懸念している。

■ 新規国籍者について
●　今後はベトナム以外の国出身の外国人材も受け入れたいが、多国籍になることには注意したい。
●　ベトナム人は考え方が日本人に近いと感じた。

■ 共生社会に向けた取り組み
●　地域の集まりや焼き肉パーティーに参加し、交流を図っている。
●　外国人材も日本人との交流に興味があるようである。特定技能外国人たちは、近隣住民には挨
拶をしており、トラブルはない。

●　地域の自治体への要望として、外国人が少ない地域であるため、市内で外国人コミュニティが
作れるようにしてほしい。他地域では在住外国人同士で登山などを行う取組があるようだ。

●　役所から定期的に外国人材に関するアンケートが来るが、人材の紹介などはない。

グェン・テイホアさん（特定技能：エンジニアビザも取得）38 歳
●　日本に来る際には、6か月程度日本語の勉強をした。日本に来てからは働きながら、スマホの
アプリを活用して勉強をしている。特に漢字・秋田弁の使い方が難しい。

6 新規受け入れ国等の考え方

7 特定技能外国人（女性）の声
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［事例03］株式会社いぶりの里 

●　仕事については、難しくても優しく教えていただけるため助かっている。給与についても満足
しており、ベトナムで働くよりも 2 倍程度賃金が違う。

●　結婚もしており、子ども 2人とはスマホでやり取りをしている。
●　土産に持参したいぶりがっこは、みんなから喜ばれた。

ディン・ティ・ジェト・フォンさん（特定技能）28 歳
●　ベトナム北部から日本に来日した。日本語をもっと勉強して、帰国後には日本語の先生にもな
りたい。職場で働きながら日本語を習得しているが、教科書の日本語と実際の日本語（方言・漢
字）は異なるため、難しい。職場の方とは、仕事の後でも良く話している。

●　ベトナムでは雪がないため、見てみたいというのも日本に来た理由である。
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●　主な作物　　 野菜類全般（ブロッコリー、人参、キャベツ、大根、トマト、サトイモ、落花生、
ナス、ピーマン）

　　　　　　　　 周年で収穫できるよう、年間旬カレンダーを作成している。多品種を作付、生協
や量販店、加工業者などに出荷している。

●　耕作面積　　23ha（契約農家は約 100 戸、300ha）　ハウス 25 棟
●　従 業 員　　日本人 16 人
　　　　　　　　外国人 39 人

■ 在留資格等
●　特定技能１号外国人　　 27人（2019年の特定技能制度が発足して半年後から受入れ、ベトナム、

タイ、モンゴル）
　　　　　　　　　　　　　うち、男性２名、女性２名が特定技能２号試験に合格（ベトナム）
●　技能実習生　　　　　　12 人（ベトナム、タイ、モンゴル、カンボジア）

●　技能実習生を継続雇用する為、特定技能制度を活用し、長期雇用が可能になるように努めている。
●　海外にも常に求人を出している。ベトナムなどの方が、比較的求人募集しやすい。
●　27 人のうち、半分は技能実習生からの継続雇用である。
●　外国人側も、自国での仕事が少ない事に加え、日本で農業の知識を深めたい希望がある。治安
が良く住みやすいこと、食べ物がおいしいことなども日本で働きたい理由となっている。

●　制度発足当初から受け入れているので、当初は書類の準備等で苦労した。

■ リクルート方法について
●　実習生からの継続雇用
●　海外の送出機関を通じた帰国実習生（10 名）の受け入れ。
●　当社で働いている従業員の友人。その友人の紹介などもある。

１ 基本情報

2 制度導入のきっかけ・取り組み等

受 入 れ 機 関

株式会社八街産直会
（千葉県八街市）
（�設立は42年前、1998年有限会社、2004年株
式会社）

登録支援機関

北総農業経営支援事業協同組合

特定技能で5年が経過し、２号試験に４人が合格!
外国人同士６組のカップルが誕生して、職
場は新しい展開へ

耕 種

04
事 例
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［事例04］株式会社八街産直会 

●　ベトナムは自国の賃金が上がってきているが、当社はあまり影響を受けていない。　

■ 雇用契約
●　直接雇用で、契約は１年ごとの更新。現在５年目が１人、４年目が６人、３年目が５人など、
ベテランが多い。

●　八街産直会で働いている外国人同士で６組のカップルが誕生し、さらに継続して働きたい人が
多くいる。

■ 支援計画について
●　登録支援機関が作成している。
●　特定技能の資格者は、納税や国民年金などはすでに理解しているので、生活が慣れたころに、

犯罪や違法ギャンブルなどの誘いに注意するよう伝えている。

■ 住環境について
●　男性用、女性用、それぞれ一軒家を借り上げ、一人一部屋の個室を確保している。
●　個人負担を２万円 / 人とし、その他の経費は八街産直会で補助している。
●　共有スペースの掃除などは、週１回持ち回りでするよう指導している。ゴミの分別は、市のカ

レンダーで説明し、近隣トラブルも特にない。
●　当社で勤務していてカップルになった外国人が、６組あり、それぞれ２DKのアパートで住ん
でいる。本人同士では借りられないので、契約は当社が行う。

●　通勤に自転車を貸与しているが、自動車免許を取得するようになってから、自身で車を購入す
る人もでてきている。

■ コミュニケーション
●　毎週金曜日に朝礼を行っている。出荷前の荷物の確認など、業務内容の説明が主。
●　日本人より外国人が多い環境だが、従業員同士のコミュニケーションを心掛け、国籍に関係な

く話をしている。

3 雇用契約・支援内容
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■ 労働条件　
●　給与は時給制をとっており 1,024 円～ 1,350 円。業績等の評価と機械をどれくらい扱えるか、
乗れるかなどで差をつけている。

●　１日の労働時間は 7.5 時間 + アルファ。

■ 安全衛生について
●　休憩時間は夏季も基本的には一緒だが、熱中症を考慮し、作業の合間に少し休憩時間を増やす

などしている。
●　入社したての時、野菜の包装機でケガをしたケースがあったので、ケガをしやすい作業や場所

にはポスターの掲示も含め、とくに注意を促している。

■ キャリアアップ・能力向上について
●　27 人のうち、チームリーダーが６人（自動車免許取得者）。グループ分けし、技能実習生を連
れて作業をしている。

●　免許取得の際、５万円の補助をしており、大型機械運転免許取得希望者もある。

■ 昇給
●　評価制度による昇給制をとっている。
●　技能実習生を含め、日本人の農場長が特定技能 27 人全員の評価調書（勤務態度・能力・日本
語能力の評価）を作り、点数形式で評価している。

●　大型・特殊免許の取得者には、資格・技能手当がつく。
●　普通免許取得者はベースの賃金を上げている。

■ 福利厚生について
●　技能実習生、社員も含めて会社全体で、３～４か月に１回食事会など懇親会を開催している。

■ 受け入れ効果について
●　地域の耕作放棄地の解消。現在は 10ha 位、借り上げている。
●　従業員が休日を取りやすくなった。仕事のペース配分ができるようになり、長期計画が立てや

すくなった。
●　規模拡大効果もあり、2012 年に 10ha だったが特定技能の制度ができてから、23ha になった。
毎年１ha～ 1.5ha 増加している。

●　日本人のパートさん10名は70代位なので、代わって力仕事を担ってくれることも助かっている。

■ 受け入れ後の課題・アドバイス
●　稀に転職ありきで入国してくる場合もあり、賃金の高い介護、工場などへの転職が課題となっ

ている。

4 労働条件とキャリアアップ・処遇

5 効果と今後の動向
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［事例04］株式会社八街産直会 

■ 帰国後の交流について 
●　特定技能での帰国者は未だいないが、実習生とは、facebook などでやりとりしてる。

■ 今後の増員予定・新規国
●　現在勤務している実習生が希望した場合は、採用する。
●　特定技能２号については、４名が試験に合格しており、今後も数名が受験予定。
●　２号になれば、日本人と変わらないので、免許も取ってもらいたいし、長く勤めたいと希望し
たら、雇用を継続したいと考えている。

■ 共生社会の実現に向けた取組、育成就労制度について
●　地域の祭り、盆踊りなどに参加を促している。
●　外国人側も、積極的に参加したい意向である。
●　育成就労制度に関してはこれから勉強し、特定技能１号を目指して活用は前向きに考えている。
●　育成就労制度になっても、転籍は課題であると思っている。

レ・ティ・アィンさん
●　2019 年から特定技能として、八街産直会で仕事している。
●　ベトナム、ハノイ近くの出身。実家は農家で、ニワトリとブタ、ココナッツ、バナナの栽培、

稲作もしていた。
●　長崎県で菊の花の農家で技能実習を受けていた。当社にはベトナムの会社から紹介を受けて来

た。
●　当社で働くベトナム人と結婚している。日本で長く働きたいので、２号試験を受験した。
●　テキストで、野菜全般を勉強し、ニュースを見たり、分からないところは、自分で調べた。一
番難しかったのは漢字。読み方がいろいろあり、調べるにも時間がかかった。

●　日本は生活しやすく、便利。買い物は、スーパーに行ったり、ベトナムの店にも行く。
●　これから来日する人には、「まず、仕事を頑張って。仕事の言葉も生活の言葉も話せるように
日本語の勉強も頑張っていってほしい。」と話している。

6 特定技能外国人の声
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●　主な作物　　　　モヤシ（施設での製造・販売）
　　　　　　　　　　「太モヤシ」を中部地区で広め、現在は「伊吹モヤシ」として製造・販売している。
●　施設工場面積　　8,800㎡
●　売 上 高　　　　９億円 /23 年度
●　社員構成　　　　日本人 25 人
　　　　　　　　　　外国人 23 人

■ 在留資格等
●　特定技能外国人　　　　　 ５人（男性１、女性４）、（インドネシア４、ベトナム１、2022 年

12 月～順次雇用開始）
　　　　　　　　　　　　　　 ※ ２人は実習生から特定技能１号に移行、３人は特定技能１号の試

験の合格者
●　技能実習生　　　　　　　 16 人（男性６、女性 10）（インドネシア７、ベトナム７、2009 年

～採用開始）
●　技術・人文・国際業務　　２人（フィリピン２）

●　人手不足の解消や事業規模の拡大に向けて、特定技能の受入れは、技能実習から継続して受け

１ 基本情報

2 導入のきっかけ・取組等

受 入 れ 機 関
三宝化学工業株式会社揖斐
川食品事業所
（岐阜県揖斐郡揖斐川町）
（1980年設立）

登録支援機関

LIFE VISION協同組合

登録支援機関と二人三脚で歩み、優良な人材確保へ
外国人材が通年働けるモヤシ工場で安定的
な生産を目指す

耕 種

05
事 例
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［05］三宝化学工業株式会社揖斐川食品事業所 

入れている。
●　登録支援機関からの紹介で、コロナ禍に他社で継続困難な人材を受け入れたが、面接での評価が

高く、採用後も勤務態度がとても良かった。優秀な外国人材の確保を期待し、積極的に採用している。
●　外国人は、日本での就労経験を通じて、農業における知識・経験を深め、帰国後に事業を立ち
上げること等を目標としている。また、日本を満喫し、SNS を通じて日本の魅力を発信するなど、
生活面での充実も図ろうとしている。

●　施設作業のため季節や天候に左右されず、１年を通じて安定した収入があることが会社の魅力
である。そのため、外国人側が希望している働き方と上手くマッチングできている。

 

■ リクルート方法について
●　自社の技能実習生、帰国していた元実習生、国内・海外の試験合格者を受け入れている。
●　インドネシアが最初で、ベトナムの採用も行っている。
●　試験合格者は、登録支援機関の紹介を通じて採用している。

■ 雇用契約
●　雇用契約は連続して３～５年の雇用期間としている。
●　雇用期間は労働者が安心して働けるように、登録支援機関と相談し、決定している。

■ 支援計画について
●　特定技能外国人に対する支援計画は、登録支援機関が作成し支援している。
●　入国前ガイダンスでは、支援計画に基づき、雇用条件、納税義務や制度、生活環境、生活費用、

日本語の教育支援など詳細まで説明している。
●　面接は、会社と登録支援機関が現地に訪れ、現地語に表記された会社パンフレットや写真で案
内し、IQテストを行っている。そのため、来日後に外国人側、会社側の双方で認識の違いが生
じることはない。

■ 住環境について
●　会社が男女別でアパートを借り上げている。部屋は２DK を国別、複数人で使用し、キッチン・

風呂は共有している。個室は６畳を２人で使用している。
●　家賃は５千円～１万円を外国人側が負担している。ただし、長期間、労働している外国人には

家賃負担を免除する仕組みがある。その他、水道光熱費は各自で負担。

3 雇用契約・支援内容
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●　Wi-Fi 等も完備して、自転車は全員に貸与している。宿舎は自転車で数分圏内である。
●　ゴミの分別や宿舎のルールは母国語表記の書面を準備している。特に騒音には十分に注意する

ように徹底している。

■ コミュニケーション・苦情対応等について
●　毎朝の定期的ミーティングで、業務内容の説明等を行っている。日本人、外国人は関係なく、

伝えることははっきり伝えている。外国人に指示を出す時は、できるだけ単語で、簡潔で分かり
やすく、繰り返し話すように意識している。

●　日本人、外国人とも体調面や仕事での悩み、プライベートなどの話をするほか、会社での
BBQ や慰安旅行、外国人側が母国の料理を振る舞うなど、コミュニケーションが取れる環境づ
くりをしている。

●　同じ国の外国人リーダーが、後輩の面倒を見ることが多い。日本語の指示内容が分からない時
は、リーダーが母国語に翻訳し、後輩に正確に理解してもらうようにしている。

●　ただし、同じ国の結びつきが強く、外国人同士で問題解決をすることも多いため、日本語の理
解度が落ちることがある。また、同じ国の中でコミュニティーがあり、他の地域の情報に惑わさ
れることがある。日本人従業員や登録支援機関から何度も説明し、理解を促している。

●　受入開始直後は、文化の違いから、日本での常識が通じない部分があった。庭先に裸足で出る
ため、宿舎の床が真っ黒となり、社員全員で掃除を行った事例があった。何度も説明することを
重ね、徐々に受け入れてもらえた。

●　円安の影響で、残業の増加や賃金アップの交渉を求められることがある。また、プライバシー
の配慮への考え方が変わり、個室を望む声も多くなっている。

■ 労働条件
●　給料は時給 1,011 円。
●　特定技能外国人をリーダーとし、生活主任手当を月５千円支給している。
●　１日の労働時間は 7.5 時間が基本であり、月８日の休暇を確保している。原則、勤務時間は９

時～ 17 時半。
●　法令に基づき、36協定締結や残業時間の管理を行い、不公平感のない同一のシフトにしている。
●　１日の休憩は、昼休み 60 分、午後 15 分（午後の休憩は勤務時間扱い）としている。
●　朝礼時に体調不良がないか必ず確認・記録する。体調不良が分かった場合、仕事内容の変更や

欠勤の対応を徹底している。

4 労働条件とキャリアアップ・処遇
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［05］三宝化学工業株式会社揖斐川食品事業所 

●　休憩時間は体調のチェック、お茶の提供を行っている。また、社内にある自動販売機の価格を
原価に設定し、水分補給が気軽にとれるように努めている。

 
■ 安全衛生・労務管理について

●　年１回安全衛生講習を行い、意識の向上を図っている。
●　施設工場のため、安全・衛生には特に気を遣い、ポスターや母国語表記での書面を 10 種類以
上掲示し、注意喚起している。厚労省の食品工場向け安全衛生のマンガ版パンフレットを印刷し、
外国人に配布している。

●　新任研修で、外国人側に作業のチェックリストを渡し、出来る、出来ないを〇△×で記入して
もらう。全項目で〇になるまで徹底的に研修を行う。２～３週間はマンツーマンで安全指導も含
め、研修を行う。

■ キャリアアップ・能力向上対策について
●　能力に応じたキャリアアップの仕組みがある。特定技能外国人には全体を任せている。生活主
任手当の支給のほか、長期にわたる勤務経験があり、継続の意思・能力がある者については日本
人従業員と同様の固定給にする場合もある。

●　日本語能力試験合格者に対し、受験料１回当たり 6,500 円を全額負担しており、意欲向上につ
ながっている。

●　フォークリフトの受講負担も行っている。免許取得費８万円を全額負担している。

■ 昇給等について
●　技能実習から特定技能に移行する際に時給の引き上げがある。
●　能力や経験年数に応じた、さらなる賃金昇給の仕組みを検討する余地がある。
●　評価に値する外国人には、個別に説明を行っている。

■ 福利厚生について
●　年に各１回、BBQ や、USJ への日帰り旅行を開催している。

登録支援機関が会社で実施した講習会
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■ 受入れ効果について
●　労働力アップの効果が出ており、職場の活性化も図られている。生産も安定的に維持が出来て

いる。
●　施設工場を運営する上で J-GAP のルールがたくさんあるが、特定技能の外国人材は高い意識
を持ち、ルール順守にも努めているため、実習生の模範となっている。また、外国人全体の日本
語能力向上にもつながっており、労働環境が安定している。

●　国籍、性別、時期、情勢によって、外国人側の質が大きく変わることがある。
●　外国人とのコミュニケーションが不足すると、孤立して良くないことを考える土壌が生まれる

ため、頑張ったことに対して褒める、御礼をいうなどポジティブなコミュニケーションを増やし
ていくようにしている。

●　安価な労働力などのメリットにだけ目を向けると、文化や宗教の違いなど見えていないデメ
リットが出てきた時に会社側の負担が大きくなる。計画年数、過不足なく働ける環境を仕事面と
生活面の両方で構築できるかを想定し、導入を検討することが必要である。

●　文化のすれ違いはどれだけ準備しても必ず起こるため、想定しておくことが必要である。日本
人、外国人で差別をしないことも大切である。

■ 帰国後の交流について
●　SNS 等を通じた連絡等で交流している。結婚や出産等の連絡をもらう。
●　登録支援機関へ連絡が来て、再雇用の連絡をもらうことがある。

■ 今後の採用の増員について
●　増員は未定。安定した人数を確保していきたい。
●　結婚や家庭の事業などによる退職など日本人同様のリスクはあるが、ポジティブな経験があれ

ばあるほど定着率が高くなると感じている。
●　SNS 上で高賃金だけを見て、悪質なブローカーに捕まって転職をしてしまう可能性が不安要

素としてある。

■ 特定技能２号の活用意向について
●　特定技能の雇用を開始してから期間が短いため、未定である。日本での長期労働の希望があれ

ば検討する。

■ 新規国籍者について
●　現段階では新規国籍者は考えておらず、今後もインドネシア、ベトナムの採用を継続していき

たい。
●　多国籍になることで国民性や宗教観などの不安材料はあるが、登録支援機関と相談の上、慎重

に判断する。

5 効果と今後の動向

6 新規受け入れ国等の考え方
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■ 共生社会に向けた取り組み
●　以前は地域のイベントやお祭りへの参加に積極的だったが、現在は同じ国のコミュニティーを

優先している。積極的な希望があれば対応するが、仕事や生活、日本語の勉強などで忙しくして
いるため、休日は本人の意思を尊重している。

■ 育成就労制度に向けた取り組み
●　メディアでの情報が最新の情報か判断がつかないため、登録支援機関と相談しながら情報を集

め、適切な対応を取っていきたい。

イ・マデ・ロニ・ドイジャ・プトラさん（インドネシア 28 歳）
●　2018 年８月～技能実習、2022 年 12 月～特定技能
●　仕事現場では責任者をやっています。外国人全員の面倒を見ています。
●　日本の生活は問題ないです。困ったことはないです。困った時は会社や登録支援機関の方に相

談しています。
●　元々工場で働きたかったのがきっかけでこの会社に来ました。
●　日本で働いたお金は家族に仕送りをしています。母国に家を建て、家の中にはお堂も作りまし
た。家族全員が喜んでいます。

●　日本の夏は暑いですが、現在は慣れました。冬も問題ないです。
●　将来は母国でビジネスを立ち上げたいです。

7 特定技能外国人の声

仕送りで建てた母国の家（お堂の様子）三宝化学工業㈱、特定技能外国人のロニさん、登録支援機関の皆さん
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●　主な作物　　ミニトマト（施設での栽培・製造・販売）
　　　　　　　　東海地方の親会社スーパーマーケット「バロー」で自社販売
●　耕作面積　　2.3ha ハウス４棟
●　社員構成　　日本人 25 人
　　　　　　　　外国人 11 人

■ 在留資格等
●　特定技能外国人　　５人（全員女性）（カンボジア、2022 年４月～）
　　　　　　　　　　　※全員自社の技能実習生から移行
●　技能実習生　　　　５人（全員女性で技能実習２号）（カンボジア）
●　社員　　　　　　　１人（中国　技術・人文知識・国際業務）

●　特定技能の受入れは、人手不足の解消が主な理由。自社の技能実習からの移行であり、作業内
容や作業段取りを把握して業務的にも能力が高く、今後受け入れる技能実習生の模範となること
を期待している。

●　年末やお盆休みに従業員の休みが取れるように、技能実習生と併せて特定技能を活用すること
に至った。また日本人との交流による職場の活性化にも期待している。

●　外国人側は賃金が理由で、両親・子供への生活費の仕送りや、帰国後に自身の開業資金を短期
で貯められることなどである。

●　日本は治安の良さも重視される。日本であれば外国人材の両親が安心感を持って送り出すこと
が出来る。

●　特定技能の人材は日本での生活が慣れているので、技能実習生の生活のサポート（ゴミ出し、
買い物等）をしてもらいたいと考えている。

１ 基本情報

2 導入のきっかけ・取組等

受 入 れ 機 関

中部アグリ株式会社 Vファーム海津
（岐阜県海津市）
（2013年設立、2018年から現体制）

登録支援機関

一般財団法人　国際クラブ

ミニトマトを育て、親会社のスーパーで販売
外国人材は全員カンボジア女性、各作業工
程でリーダーになり得る

耕 種

06
事 例
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［事例06］中部アグリ株式会社　Vファーム海津

■ リクルート方法について
●　同社で従事する特定技能人材は、全員自社の技能実習生から移行した。技能実習時の勤務態度

や、本人の希望や意思を確認して、特定技能への移行を勧めた。
●　帰国していた元実習生を、登録支援機関を通じて聞き取りを実施し、本人希望で再度特定技能

として受け入れたケースもある。
●　コロナ前は現地で技能実習生のリクルートを行っていた。現在はオンラインで行っている。
●　同社には別に事業所が３か所あり（郡上キノコファーム、東邦産業、北信州きのこファーム）、

それぞれで外国人材の母国が異なる。
●　Vファーム海津の外国人材は、全員がカンボジア出身の女性だが、それは業務上細かい作業が
多いことや、カンボジアは女性がとても勤勉に働いてくれるなどの理由からである。

■ 雇用契約
●　雇用契約は、在留資格の更新時期で１年の契約をしている。
●　本人の希望があれば、特定技能２号に移行して長期的に雇用することも可能である。

■ 支援計画や苦情対応等について
●　特定技能外国人に対する支援計画は、登録機関にお願いしている。その他の生活面はVファー
ム海津で支援を行っている。

●　外国人からは税制や、保険料のことでの問い合わせが多い。人によって額が違うのでその都度
説明している。難しい話になると、通訳を通じて話をすることがある。

●　生活面において、スーパー・病院など自転車で行けるところが少ないため、申し出があれば車
で送迎している。

●　冬場はシャワー・エアコン等での電気・ガスの金額が高額になり、水道料金・金額の問い合わ
せが多い。

■ 住環境について
●　アパートの部屋を借り上げて、必要な広さを確保している。
●　居住費は会社で借りているので、一人１万円を徴収している。ただし、光熱水費は実費で自己

負担としている。人数割りでなく、費用負担が変わらないように、一律にしている。
●　Wi-Fi 等も完備して、自転車は全員に貸与している。宿舎は自転車で５分程度である。
●　受け入れ当初はゴミの分別が理解できず、管理会社から会社に問い合わせが来ることもあった

が、社員が指導して、段ボールなどの資源ごみは会社持参で処理するようにしてトラブルは起き
ていない。

■ コミュニケーションについて
●　朝礼のミーティングで業務内容等を説明している。技能実習から作業になれているが、注意点
がある時や、必要があれば個別で説明を行っている。特に夏場の片づけの際は事故やけがにつな
がるのでわかりやすい日本語で説明を行う。

●　休憩の時は仕事以外の話をして、日本人スタッフとコミュニケーションを取るようにしている。
●　外国人側はYoutube等を活用して日本語を勉強していると聞き、非常に勤勉であると感じている。

3 雇用契約・支援内容
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■ 労働条件
●　給与は技能実習生で 1,000 円 / 時。特定技能に移行するタイミングで昇給している。後は日本

人と同じで、勤務継続年数と能力によって昇給する。
●　年末正月は、通常給与に加えて 6,000 円手当を出している。
●　閑散期は７：30 ～ 16：00 の勤務で、繁忙期は 30 分～１時間ほど勤務時間が延びる。１日の

休憩は、昼休み 60 分、午前 15 分、午後 15 分としている。
●　繁忙期は週６日勤務にすることで、外国人側のもっと働きたいという要望に応えるようにして

いる。
●　外国人側からの希望で基本的に日曜日は休日にしている。その他に農薬散布等体に負担がかか

る仕事をした翌日は休日にしている。

■ 安全衛生・労務管理について
●　施設内での作業になるので、夏は特にスポーツドリンクやアイスを支給するなど、体調管理に
注意している。

●　特に夏は 11 ～ 16 時は自宅に戻り休憩時間として休み、夕方から夜にかけて勤務時間にし、涼
しい時間に作業してもらっている。

■ キャリアアップ・能力向上対策について
●　能力があれば、日本人・外国人を問わずリーダー・指導員等へのキャリアアップを考えている。
畑の仕事、出荷業務、選別業務等の各作業工程でチームリーダーとなり得る。

●　有能な人は、特定技能２号へ支援していく。そのためには、日本語能力が重要ポイントとなる。
●　能力向上のための支援仕組みもあり、自動車・重機・フォークリフト等の講習や運転免許取得

のため、100％の補助がある。また取得すれば、給料アップとなる。

■ 昇給等について
●　時給は1,000～1,150円で、勤続年数と能力で昇給することが出来る会社全体のフォーマットがある。
●　手当としてはリーダー手当が１万、副リーダー手当が 5,000 円を支給するが、特定技能で支給

している人はいない。今後必要があればフォークリフト手当の導入を考えている。

4 労働条件とキャリアアップ・処遇
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［事例06］中部アグリ株式会社　Vファーム海津

●　その他、夏場での施設内の作業の為に空調服を貸与している。

■ 福利厚生について
●　年に１回クリスマスパーティーやＢＢＱを開催したり、会社で所有している保養施設に引率し

ていくこともある。
●　基本的にはそういったイベントには全員参加してくれている。

■ 受入効果について
●　自社の技能実習生が移行して特定技能になったということもあり、生産性が向上したことは間

違いない。
●　日本人の中でも明るく元気に働いてくれるので職場の活性化も感じている。カンボジア人の国
柄が明るいというのも関係していると思う。

●　また、外国人材は労働意欲が高く、自主的に仕事をしてもらえるので、年末年始に日本人が休
日を取得しやすくなった。

■ 帰国後の交流について
●　連絡する手段がないので基本的に交流はないが、日本にいる外国人から帰国した人も元気にし

ているという話は聞く。

■ 今後の採用の増員について
●　外国人の採用数を増やすことは考えていないが、労働力確保という意味で欠員が出たときの外

国人採用は続けていく。

■ 特定技能２号の活用意向について
●　２名は働き続けたいという話を聞いているので、試験に合格した時に会社としても長期的な受
け入れ体制を作っていきたい。

■ 新規国籍者について
●　多国籍にすると日本人スタッフの労力が大きいので、新規国籍者を増やすことは考えていない。
●　カンボジアと日本の文化の違いは、分け与えるという感覚があまりないことだと感じている。

■ 共生社会に向けた取り組み
●　会社として地域のお祭り等の行事に参加することはない。行事を紹介して本人の意向に任せて

いる。

■ 育成就労制度に向けた取り組み
●　育成就労制度になると転籍が認められると思うが、条件の設定をしっかりと設定してもらいた

いと考えている。外国人にとっては仕事の内容より、賃金の方が大切なので、受け入れ態勢を作っ

5 効果と今後の動向

6 新規受け入れ国等の考え方
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たとしても出ていく人の方が多くなってしまう。

キアン・ロン・ルンさん
●　カンボジア出身で、2017 年に日本に来ました。
●　ご飯は自分で作るなど、日本の生活は楽しいです。仕事はほかの人が優しいので楽しいです。
●　日本語は先生と話すことで勉強しています。
●　カンボジアにお母さんがいるので会いたいです。

7 特定技能外国人の声
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●　主な作物　　水稲、飼料稲、麦、大豆、野菜など
　　　　　　　　▶飼料稲 12ha で、最も多い。
　　　　　　　　▶ 今期から、里芋栽培も開始した。前に外国人が勤めていた農業法人で、里芋の

栽培を経験していた。
●　耕作面積　　40ha （栽培延べ面積）
●　社員構成　　日本人５人
　　　　　　　　外国人２人

■ 在留資格等
●　特定技能１号の外国人　２人（ブータン人を、2023 年４月から受入れを開始した。）
　　　　▶それまでの２人の就労状況は下記の通り。
　　　　　2017 年～ 2019 年： 留学生として日本語学校に通い、アルバイトとして弁当工場に勤め

ていた。
　　　　　2019 年～ 2020 年：専門学校
　　　　　2020 年～ 2021 年：特定活動ビザで、アルバイトとして、弁当工場に勤めていた。
　　　　　2021 年～ 2023 年：前に勤めていた農業法人（技能実習）
　　　　　2023 年～ 2024 年：現在の会社（特定技能）

１ 基本情報

受 入 れ 機 関

農事組合法人加茂ファーム
（愛媛県西予市）
（�昭和57年結成、平成17年農事組合法人、平成
20年耕畜連携開始）

登録支援機関

ゆづき行政書士事務所

ブータンの友人同士で来日し、労働力向上に貢献
日本では長期的な滞在を行い、特定技能２号
を目指す!

耕 種

07
事 例



36

●　年齢の高い方が役員を辞められたことで、人手不足となった。
●　元々特定技能外国人が入っていた、別の農業組合法人が休業するタイミングと、自社での人手
不足のタイミングが一致し、外国人の受け入れを決めた。

●　過去に外国人を派遣でも受け入れたことがあるが、入れ替わりが早く技術が定着しないため、
直接雇用で仕事を覚えて作業してもらった方が良いと考えている。

■ リクルート方法について
●　前役員の繋がりがあった別の農業法人が基盤整備のために仕事がなくなってしまい、外国人の

雇用先を探していた。自社でも人材を探しているタイミングであり、マッチングに繋がった。
●　外国人自身も、前に勤めていた農業法人が休業することになり、働き先がなくなっていた。年

齢も若いことを考えると帰国は考えておらず、日本で継続的に仕事がしたい意向があった。

■ 雇用契約
●　直接雇用で、１年ごとの更新契約。
●　雇用契約について、仲介業者を挟んでしまうと中間マージンがかかってしまうため、直接雇用

を行い、その分を雇用者に還元したい。

■ 支援計画について
●　雇用条件や相談体制の説明にポイントを置いた。登録支援機関のサポートを中心に受けている。
●　正式な雇用決定前に、雇用条件のすり合わせを行っている。行政書士と相談しながら、受入れ
時に課題・困りごとがないようにクリアにした。

■ 住環境について
●　現在空き家を自社で借りており、部屋が２部屋ある。大きさは８畳・４畳の部屋がそれぞれあ

る。住宅は集落内近くにあり、徒歩圏内である。
●　過去にテレビを置いたが、スマートフォンで情報収集することが多いため、家主に許可をもらっ

て Wi-fi を整備した。
●　家賃は１万円（各自）、電気・ガス、水道は全額を２人で折半してもらっている。
●　住居については、平屋の一戸建てを使わせてもらうように、事前準備をした。

■ コミュニケーションや苦情対応等について
●　普段支障なく会話もできており、日ごろから困りごとがないか、気にかけるようにしている。
●　地域住民との問題がないように努め、これまで地域とのトラブルもなく、地域からも応援して

もらえる存在になっている。
●　地域行事（祭り）や土手の草刈り、慰労会に参加している。なお、草刈りは地域から日当が出る。

2 制度導入のきっかけ・取組

3 雇用契約・支援内容
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［事例07］農事組合法人加茂ファーム 

■ 労働条件
●　基本的には月給制で、現在は 180,000 円である。賞与は、年間 2.5 か月分を支給している。
●　賃金を上げられる方法は、常に検討している。賞与は日本人と同様に設けている。
　　▶また休日は繫忙期を例外として、基本的には休みたい日を選択できるようにしている。
　　▶残業は２人の作業が早いため、ほぼない状況である。
●　労働時間は 7.5 時間である。作業時間は、基本８：00 ～ 17：00 である。
　　▶ 休憩時間は、10：00 ～ 10：15、15：00 ～ 15：15 と 12：00 ～ 13：00 に１時間休憩と水分

補給は確実にしてもらうようにしている。夏時間の勤務は、熱中症にならないように、猛暑
が続いた場合休憩時間の調整を考えている。

　　▶ 繁忙期の田植えがある際は、時間外給与として別途支給をしている。早い時は７：00 から、
遅い時間は 19：00 まで出勤をしてもらう。

●　就業規則はこれまでなかったが、外国人を入れる際に規則を作った方が働く側も安心できると
考え、社労士と相談しながら作成した。

■ 安全衛生・労務管理について
●　これまでも農作業経験があるため、慣れてはいるが、新しい作業を行う際には気を付けるよう

に、安全注意の指導及び安全装備を用意している。
●　具体的な例としては、草刈りは手袋や眼鏡の装着は必須としており、装備の不具合が生じた際

には直ぐに交換できるようにしている。

4 労働条件とキャリアアップ・処遇
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■ キャリアアップ・能力支援について
●　現時点で明確な役職は設けていないが、今後担当作物を持ってもらうなど、希望に添えるよう

にしていきたいと考えている。外国人が作ったことのない作物の栽培に挑戦したり、一方で日本
人がわからないことを教えてもらったりと、アドバイスをしあえる環境を作っていきたい。

●　自動車免許について、既に普通免許を取得していたが、作業する上で大型特殊免許が必要なた
め、取得のための金銭的支援を行った。また、その他重機としてはフォークリフトやユンボがあ
り、今後取得してもらうことも検討している。

●　特定技能２号を取得するため会社で勉強会を行い、必要な費用も支援している。外国人のコミュ
ニティが地元にないため、食事会等があると良いと考えている。

■ 昇給等について
●　年度ごとの定期昇給を考えており、今後は特定技能外国人が責任をもって担当する作物を設け
て、能力給の手当を与えていきたい。

■ 福利厚生について
●　役員の有志が行う食事会等には積極的に参加してもらうように促しており、その際の費用負担

は外国人にはかけないようにしている。

■ 受入れ効果について
●　仕事を積極的に行ってもらえるため、労働力アップでの貢献が最も大きい。他の地域からも栽
培管理をしてほしいとの依頼が入るが、２人の外国人がいることで対応が可能となっている。結
果的に自社の栽培面積の増加にも繋がっている。また、社内メンバーも休みがとりやすくなった。

●　受入に際しては、急遽決まったため、事前の準備期間がなかった。打診があってから１週間も
しないうちに、面接の実施及び受け入れの決定をした。

●　早急に就労規則・労働条件通知書等の書類準備を進め、きちんとビザ申請や働いていることが
証明できるように対応を行った。しかし、年度替わりに登記の変更があったタイミングと被って
しまったため、ビザ申請時に登記簿謄本の申請ができない期間が２週間あった。

●　今後、外国人を受け入れるための手引きがあると良い。

■ 今後の採用の増員について
●　農地を維持することが一番の目的で運営している。今後生産力が上がり、余裕があれば数人雇

用できればと考えている。
●　また増員に対する住居対応について、現在は空き家を１件しか借りていない。周りでも空き家

の取り壊しが進んでいるため、増員して受け入れる際には住居確保をしなければならない。

■ 特定技能２号の活用意向について
●　会社としては、特定技能２号を取得して長く働いてもらいたいと考えている。
●　今後特定技能２号の取得を準備しており、現在勉強を進めている。試験が難しいため、例題等

の勉強の仕方が分かると良い。

5 効果と今後の動向
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［事例07］農事組合法人加茂ファーム 

■ 新規国籍者について
●　現在受け入れているブータンは受け入れの段階で、長く日本に住んでいることもあり、日本に

慣れていたため、現時点で文化の違いも違和感ない。

■ 共生社会に向けた取り組み
●　地域の人が集まる場があるときは、本人たちの意思を確認し、可能であれば参加してもらうよ

うにしている。
●　地域の若手がいないため、草刈りなどの地域への貢献は、会社として積極的に外国人と一緒に
行っていきたいと考えている。日当が出ない分は会社から払って、出勤扱いでよいと考えている。
機械が必要であれば、貸し出しを行うことも考えている。

●　自治体の支援について、市の広報誌で外国人の交流会があることが案内されていた。リクルー
ト支援については聞いたことがない。

■ 育成就労制度
●　今後定まることもあり、現時点で内容は理解できていない。

●　ブータンの友達と共に日本への憧れを持って、来日しました。ブータンではアニメもやってい
るため、日本語が話せる友人がいる等、日本との接点は深いです。

●　日本での生活は慣れてきており、食事面等問題がないですが、最初に日本に来た際は、食事は
慣れませんでした。現在は、朝と昼は自炊しており、夜は２人で外食をしています。

●　日本語は記述が難しいですが、勉強をつづけながら特定技能２号の取得を目指しています。帰
国後は母国で農業をしたいと考えています。

6 新規受け入れ国等の考え方

7 特定技能外国人の声

28 歳：プルパさん 33 歳：パジョさん
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受 入 れ 機 関

株式会社Glowble農人
（香川県観音寺市）
（�（2013年法人化）Glowbal（国際化）�Grow�
up（成長）�Vegetable（野菜）から命名）

●　主な作物　　レタス、ブロッコリー、玉ねぎ、青ネギ、水稲など
●　栽培面積　　40ha
●　社員構成　　日本人７人
　　　　　　　　外国人９人

■ 在留資格等
●　特定技能外国人　　３人（男性２、女性１）、（インドネシア、タイ、2022 年５月～順次雇用開始）
●　技能実習生　　　　５人（インドネシア）
●　配偶者ビザ　　　　１人（トルコ）

●　レタス、ブロッコリー、青ネギなど、時期をずらしながら年間を通して栽培と収穫を行ってお
り、人手不足解消のため。

●　技能実習生から特定技能に移行した外国人材は、若くて優秀な人材が多い。
●　残業を減らすには、生産性を上げる必要があり、優秀な人材の雇用が労働時間短縮に繋がって

いる。
●　新型コロナウイルス感染症の流行期に、小麦 10ha をやめるなど規模縮小した。今後、拡大し

ていく考えがある。

■ リクルート方法について
●　自社の技能実習生からの移行と、農業分野の他社からの採用。一人はハローワークを通して応

募があった。
●　技能実習生が２号になった時点で、特定技能に移行する考えがあるかを聞いている。かしこまっ

た場になると、本音が見えてこないため、休憩時間や移動時間に話すことが多い。

１ 基本情報

2 導入のきっかけ・取り組み等

登録支援機関

協同組合香川豊南

特定技能は実習生と農園の管理者
地域行事にも積極的に参加して交流深める

耕 種

08
事 例
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［事例08］株式会社Glowble農人 

■ 雇用契約
●　３年間は在籍してもらいたいため、直接雇用の３年契約が基本となるが、本人から希望があれ

ば、１年ごとの契約となる。実際に３年契約と１年契約で分かれている。

■ 支援計画について
●　支援計画の作成、入国前ガイダンスは登録支援機関の協同組合香川豊南（以下、組合）で行っ

ている。
●　日本語を重視しており、組合には日本語の支援に力を入れてほしいと伝えている。

■ 住環境について
●　特定技能の一組は夫婦であり、間取り３ＤＫのアパートを間借りしている。自転車で５分程度

の距離。
●　地域の技能実習生に対しては、組合がアパート一棟を借り上げている。希望があれば、特定技

能でも入居することが可能。
●　ゴミの分別に注意することを伝えている。アパートではゴミ出しの当番もあり、協力してもらっ

ている。
●　自転車の貸与は 1 人に１台ずつ。特定技能は、免許と車を所持していれば、車通勤もできる。

■ コミュニケーション・苦情対応等について
●　作業に関しては、口頭だけではなく、文章化して説明している。翻訳アプリを使って会話する

こともあり、難しい日本語は、翻訳アプリを使って説明することを心がけている。
●　タイムカードの横に、体調チェックシートを備えていて、日本人、外国人問わずに毎朝記入し
てもらう。発熱や腹痛等、体調不良の定義を決めていて、それに該当すると、聞き取りをする。
異常があれば、作業は中止し、必要に応じて病院に連れていく。

●　特定技能は管理者であり、技能実習生の指導を行う。日本語が難しい場合など、サポートに入っ
てもらっている。

3 雇用契約・支援内容
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■ 労働条件
●　月給制で、月額 21 万円。技能実習生は最低賃金プラス 30 円程度なので、特定技能の給与は大

幅にアップする。
●　労働時間は 1 日７時間程度。朝６時から 15 時を基本に、午前中に 30 分、昼休み 60 分、午後

に 30 分の休憩時間がある。1 時間程度の残業が発生する場合もあるが、できるだけ定時の中で
仕事をしてもらうように気がけている。

■ キャリアアップ・能力向上対策について
●　特定技能の立場は管理者として、技能実習生や農園の管理を行っている。
●　モチベーションアップのため、この作業ができればマネージャーになれ、給料もアップすると

いった評価制度の導入を検討している。
●　自動車、フォークリフト等の免許取得に半額補助がある。
●　特定技能の人材は、JAや農業改良普及センターが実施する研修セミナーに参加するようにし

ている。

■ 福利厚生について
●　月に一回、社員全員で親睦会を行っている。みんなで食材を持ち寄って、バーベキューなど。

強制ではないが、全員が参加してくれるなどアットホームな環境である。
●　コロナ以降は控えているが、組合でも外国人材に対し、スポーツ大会や日帰り旅行があった。

■ 受入効果について
●　外国人材は若いスタッフばかりで、どんどん働いてくれる。耕作面積の規模拡大で売上げアッ

プにつながり、近年は１億２千万円程度で推移している。
●　日本語が通じるか不安もあったが、日本語教育を受けていて、結果的に心配はいらなかった。
●　やってほしいことが伝わらない事もあるため、しっかりと工程表を作り、担当を明確にして指
示を出すことが大切である。

■ 今後の採用の増員について
●　外国人材を増やしていく意向である。自社内で技能実習３年を経て、特定技能に移る流れを作

りたい。

4 労働条件とキャリアアップ・処遇

5 効果と今後の動向
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［事例08］株式会社Glowble農人 

●　育成就労制度は活用せざるを得ない。在籍年数が１年か２年になるか現時点で不明だが、なる
べく長く続けてもらい、そのまま特定技能１号に移ってもらいたい。

●　帰国した外国人材と SNS で連絡を取り合っている。人材確保に向けた紹介等もあり、良い人
材とは関係が続いている。

■ 特定技能２号の活用移行について
●　現在所属する特定技能１号の人材が、特定技能２号になることに期待している。２号移行者に

関しては給料アップなどを考えたい。

■ 新規国籍者について
●　現在、在籍している人材の国籍であるインドネシアとタイを優先したい。しかし、国籍の違う
人間の雇用に関してさほど抵抗はない。逆に、同じ国籍の人間ばかりにすると、母国語で話す環
境になり、日本語の上達につながらない。

●　組合がミャンマー国籍の受入れを検討しているため、Glowble 農人でも採用の可能性がある。

■ 共生社会に向けた取り組み
●　地域の芸能発表会に参加している。バリやスマトラの踊りを地域に披露したり、交流を深めて

いる。積極的に、祭りの準備段階から楽しんで参加してくれている。
●　日本人が不足し、外国人材のニーズが高まっている。採用に関する補助金や手続きの簡素化な

どを希望する。新規受け入れに関して、半年程度の時間を見ておく必要があり、すぐに動けない。

ジュネディ・ハモナンガン・ルビスさん（インドネシア出身）
●　2015 年から Glowble 農人で働いています。３年間、技能自習生としてすごし、母国で過ごし
た後に 2022 年から特定技能になりました。

●　日本の農業を勉強したいと考えたことがきっかけです。働いていて、楽しいです。
●　日本語は、実習生として来る前に学校で勉強していました。ひらがな、カタカナは大丈夫ですが、漢

字はとても難しいです。
●　休みの日は、車で出かけて、買い物などを楽しんでいます。
●　２号試験の受験も考えています。

6 新規受け入れ国等の考え

7 特定技能外国人の声
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ヌラルマ・アタさん（インドネシア出身）
●　Glowble 農人で働き、２年半くらいです。自分で情報を探して、働きたいと思ってきました。
●　日本語は難しいです。特に漢字が難しいと思います。
●　日本の生活では、ゴミの分別に苦労しました。インドネシアでは、ごみを分けることはありま

せん。
●　２号試験の受検も考えています。長く日本で働きたいと考えています。

タワッチャイ・ソンスリさん（タイ出身）
●　特定技能で５年程度、在留しています。
●　Glowble 農人で働いて１年半くらいです。ここに来る前は、母国で農業をやっていて、お米や

サトウキビを栽培していました。
●　前の会社では、サツマイモやオクラなども作っており、日本の農業を学んでいます。
●　来日した当初は、食事に困りました。今は慣れたので、大丈夫です。
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●　主な作物　　 野菜類全般（ほうれん草、小松菜、枝豆、ごぼう、サトイモ、茶（オーガニック栽培）他）
　　　　　　　　JAS 有機認証、ISO22000、GLOBAL/GAP認証等を取得。
●　栽培面積　　250ha、茶（34ha、オーガニック茶として海外輸出もあり）
●　売 上 高　　21 億円 /23 年度
●　社員構成　　日本人 80 人
　　　　　　　　外国人 51 人（男 15、女 36）

■ 在留資格等
●　特定技能外国人　　31 人（ベトナム、カンボジア他、2020 年～雇用開始）
　　　　　　　　　　　その内特定技能２号合格者６人（男性２人、女性４人）
●　技能実習生　　　　20 人（ベトナム、ミャンマー）

●　外国人材の導入のきっかけは、事業規模拡大と人手不足解消のため。四位農園には農業分野と
冷凍を行う加工分野があり、特定技能は作業の幅が広く、業務にマッチすること、受け入れ人数
に制限がないため採用を始めた。

●　ベトナム・ナムディン地方の日本語教育機関と親しかったことが縁となり、同国の農業高校設
立に協力。この学校で勉強した学生が来日し、働く予定。学生たちは食料や農業生産に基本的な

１ 基本情報

2 導入のきっかけ・取り組み等

受 入 れ 機 関
有限会社四位農園
（宮崎県小林市）
（�設立1965年、1978年有限会社、2006年から
直営農場生産野菜の加工・販売）

登録支援機関
株式会社アジアンネイバー
（東京都新宿区）

安心・安全な食料生産と自給率増加を目指す
共生社会実現には事業の継承も重要、特
定技能２号も６人合格!

耕 種

09
事 例



46

考えを持っていて、熱意もある。
●　安心・安全な食料生産を指針に、ISO22000 など取得。通過点であり、世界基準を目指す。

■ リクルート方法について
●　自社の元技能実習生が多く、６割程度。他、他社の実習生や登録支援機関からの紹介など。
●　新型コロナウイルス感染症の流行期に、渡航ができなくなり、働けなくなった外国人材を受け

入れた。しかし、質がよくない人材もいた。履歴書だけで採用するのではなく、やはり自分の目
で見て、熱意を伝えて採用することが大切だと感じた。

●　四位農園で働いていた外国人材が帰国し、成果を上げている。母国の行政に携わっている人材
や、農業関係の会社を興した人材もいる。

■ 雇用契約
●　直接雇用で、１年単位で契約している。一時帰国後に働く人材もいる。
●　技能実習、特定技能にかかわらず、残業の割り増しも付けている。お金はしっかりかける。待

遇が悪いなら、人材は出て行ってしまう。

■ 支援計画について
●　社会保険料控除は詳しく説明するが、納得されないこともある。一般の社会道徳やマナーなど

も伝えている。
●　扱いは平等だが、能力によって差はつけることはしっかりと伝えている。
●　違法行為が起きないよう、不在にしている時間が長かったり、外から訪ねてくる人物に注意を

払っている。

■ 住環境について
●　宿舎は男女別にしている。食事の違いから、ベトナム、インドとネパール、カンボジアと分け
ている。基本的に自炊している。

●　特定技能は広めに部屋を準備し、ほぼ全てが個室となる。広い部屋なので２人でもいいという
人もいる。

●　寮の近くに家庭菜園を持たせている。野菜を作り、四位農園で学んだ技術で、いい野菜を作っ
ている。

●　居住費は、技能実習生も特定技能も一律で、月 5,000 円程度。会社が負担することで、非常に
安く設定している。

●　共有スペースの掃除は自主性に任せている。

3 雇用契約・支援内容
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［事例09］有限会社四位農園 

■ コミュニケーション・苦情対応等について
●　社内の掲示物はベトナム語、ミャンマー語、クメール語に翻訳して注意喚起している。スマホ
の通訳アプリを使い、なるべく相対でコミュニケーションをとるように心がけている。

●　５S（整理・整頓・掃除・清潔・躾）、安全三箇条などを徹底。みんなで唱和している。日本語、
外国語でやっていたが、今は理解したので日本語のみでやる。

●　残業増加を希望する人が多いが、可能な限り対応している。

■ 労働条件
●　技能実習１号が県の最低賃金の水準。技能実習２号になると５％アップ、特定技能ではさらに

５％アップとなる。勤続年数を考慮し、各個人でプラスもある。
●　賞与として、一カ月分を夏・冬に２回。リーダー手当等は、今後予定している。
●　労働時間は 7.5 時間が基本。休憩は昼休み 45 分、午前午後に各 15 分。

4 労働条件とキャリアアップ・処遇
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■ キャリアアップ・能力向上対策について
●　能力の高い人材が多く、外国人リーダーの登用も考えている。現状で男女とも数名ずつが、２
～３年後にはサブリーダーになれる人材がいる。

●　３人が大型機械の資格を取得。会社で支援もある。

■ 福利厚生について
●　コロナ以前は一泊の慰安旅行や花見も行っていたが、行く人、行かない人に分かれる。国が異

なると、趣向も異なってくる。
●　現在は国別、工場別等、部門別に食事会等を開いている。

■ 受入効果について
●　労働力が向上し、規模拡大や売り上げ増加の効果が出ている。
●　ローテーションがうまくまわりだし、勤務状況に余裕が出てきている。メイン・サブで人材を

配置し、メインの人材も休暇を取得できるようになるなど。
●　外国人材を受け入れる前に、こういう人間をいれて、こうなるという計画が必要。足りないか

らいれたではうまくいかない。
●　転職は１割程度いて、転職先は都会の外食産業等。

■ 今後の採用の増員について
●　採用を増やしていきたい。
●　特定技能がベースとなる。制度が存続するなら技能実習１号から受け入れて、長く働いてもら

いたい。

■ 特定技能２号の活用移行について
●　特定技能２号の合格者が６人いる。いずれも日本語能力 N ２レベル。将来は永住権をとり、
子供を日本の学校に通わせてと、将来設計がしっかりしている。

●　試験のハードルが高すぎれば、有能な経験者の確保や人手不足解消の意味をなさないと考える。

●　これまで、中国、ベトナム、ミャンマー、カンボジア、ネパールと受け入れてきた。不安材料
はあるものの今後も他国から受けいれていきたい。

■ 共生社会に向けた取り組み
●　地域のごみ拾いや掃除などの行事に参加する人もいる。
●　外国人材への支援とともに、日本人への事業継承や教育も重要だと思っている。
●　次世代の農業を担う、若者の雇用創出が共生社会成功のポイントだと思う。

5 効果と今後の動向

6 新規受け入れ国等の考え方
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［事例09］有限会社四位農園 

レ・フォン・チンさん
●　技能実習生として来日し、四位農園で働いています。特定技能になってもうすぐ４年です。
●　日本語能力検定N２を持っています。ベトナムの学校で勉強しました。
●　家族に仕送りすることが目的です。
●　特定技能２号試験に合格しました。テキストを読んで、分からない言葉はスマートフォンを使っ

て調べて勉強しました。
●　日本語では、カタカナが難しいです。
●　日本で長く働きたいです。

7 特定技能外国人の声
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●　主な作物　　サツマイモ（生産、加工、販売）
　　　　　　　　※ 独自の取組として、ニーズに合わせた多品種生産 10,200 トン。特殊な包装資

材開発、最大 1,150 トン収容可の大型低温貯蔵庫を含み、全体で約 4,500 トン
の貯蔵能力を有する・IT ツールの積極的活用、農業者の所得向上

●　栽培面積　　30ha（自社＋借地）、（契約農家＝ 280ha、農家の事業継承を支援）
●　売 上 高　　 25 億円 /2024 年 7 月期、（輸出 3億円 = シンガポール、香港、台湾等がメイン＋

欧州、中東）
●　社員構成　　日本人 58 人
　　　　　　　　外国人 56 人（2024 年 10 月現在）

■ 在留資格等
●　特定技能外国人　　　　　 43 人（男性 17 人、女性 26 人）、（インドネシア、フィリピン、ベ

トナム、2022 年 2 月～順次雇用開始）
●　技能実習生　　　　　　　12 人（インドネシア、フィリピン）
●　技術・人文・国際業務　　1 人（ベトナム、海外営業担当）

●　徐々に経営規模が大きくなり、人手不足解消のために採用を始めた。

１ 基本情報

2 導入のきっかけ・取り組み等

受 入 れ 機 関

株式会社くしまアオイファーム
（宮崎県串間市）
（�創業1950年、2013年法人化）

登録支援機関

なし（自社）

自社で支援計画を作成して外国人材を雇用、支援
職場が活性化し明るい雰囲気に

耕 種

10
事 例
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［事例10］株式会社くしまアオイファーム 

●　技能実習生より先に、技術・人文・国際業務のベトナム人のエンジニアを受け入れた。当時、
海外生産をベトナムで行っていたためだが、非常に優秀な人材だった。

●　このような経緯もあり、ベトナム人の技能実習生を受けいれた。しかし、ベトナム人ばかりだ
と、会話が母国語になってしまうので、フィリピン人を採用した。インドネシア人も徐々に増や
している。

●　特定技能 1号は、2022 年 2月から採用している。国籍はベトナム、インドネシア、フィリピン。
実習生はインドネシアとフィリピン。人数が多い順はインドネシア、フィリピン、ベトナム。

●　登録支援機関は通さず、自社で送り出し、所属機関として受入れを行っている。
●　外国人材は、外貨を稼ぐことが大きな目的。もちろん、母国に戻った後、実家の農業をしてい

る人材も多くいて、独立希望者もいる。

■ リクルート方法について
●　国内・海外の特定技能試験合格者が多い。知り合いの農業法人など、他社の技能実習２号修了

者を紹介されることも増えた。試験合格者と元技能実習生だと、技能実習生が日本の生活に慣れ
ていて、受入れ側の負担は減る。

●　人材紹介会社から紹介されることも多く、紹介料を支払って、来てもらうこともある。

■ 雇用契約
●　在留資格を１年単位で更新するので、1 年単位で契約する。基本的に会社から雇用を打ち切る
ことはない。毎回、本人に更新する意思があるかをヒアリングしている。

■ 支援計画について
●　支援計画は自社で作成している。
●　所得税、住民税等の税金と、年金については理解が難しい部分がある。入国前ガイダンスに限

らず、都度説明している。外国人材には、分からないことは聞くように伝えている。
●　転職できることを伝えていて、希望があれば会社で協力している。逆に、転職した人材から、
くしまアオイファームに戻りたいという相談を受けることもある。

■ 住環境について
●　男性寮と女性寮に分かれている。一戸建てをはじめ、複数を賃貸契約。写真は、購入してリフォー
ムした一戸建て＋新設した建屋の女性寮。特定技能には、個室を準備している。社宅は、自転車
で５分以内。

●　自転車は全員に貸与。Wi-Fi 設備は完備している。
●　家庭ゴミは、全て会社で処分している。串間市は分別が厳しいので、指導するより、持ってき

てもらって処分するほうがよい。

3 雇用契約・支援内容
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■ コミュニケーション・苦情対応等について
●　朝礼は業務開始前に毎朝行っている。各セクションに、日本語能力が高いリーダーがいて、分

からない時は確認してもらうようにしている。連絡のメインは、スマホのチャットツールで、翻
訳アプリを使っている。人数が多いため、一人一人への声がけが難しい。

●　多く働きたいという要望もあるが、基本的に残業はしない方針であることを伝えている。
●　苦情対応等では、個室の住環境確保についての要望があったので、個室確保に努めた。

■ 労働条件
●　給与は月給制。2024 年 8 月に給与改定があり、180,600 円になっ

た。時給換算で 1,050 円の設定（特定技能の初任給）。
●　年数により昇給する。
●　賞与は、本人の実績により５～ 10万円を年２回支給する。
●　有休は 100％消化を促している。長期休暇は１～２カ月単位で取

得可能。
●　土日休みにプラス 1日で、月 9日の休日を基本としている。
●　かつてリーダー手当があったが、外国人材側の要望もあり、現在
は基本給に盛り込んでいる。

●　一人暮らしの場合は、家賃手当がある。

■ キャリアアップ・能力向上対策について
●　日本語検定のＮ３やＮ２の取得に対して、報奨金がある。
●　リーダーへの抜擢は、指導する際に日本語能力がないと難しく、ハードルが高い。しかし今後、

外国人材の割合が高くなってくることが予想され、外国人に対しての指導員という立ち位置も用
意すると思われる。

●　特定技能２号になれば、給与プラスのメリットがある。技・人・国へ在留資格を変更しないか
という案内もしている。

●　各セクションでリーダーを決めており、寮生活のため、私生活でもリーダーがいる。車やフォー
クリフトの免許を取得すれば、業務の幅が広がり、その分、給与もアップすると伝えている。

■ 福利厚生について
●　コロナ前は３ヶ月に一度、持ち回りでイベントをしていた。今は、部署ごとに食事会等を実施

している。最近は旅行に行きたい人は少ない。

4 労働条件とキャリアアップ・処遇
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［事例10］株式会社くしまアオイファーム 

■ 受入効果について
●　労働力アップ、職場活性化。性格が明るい人材が多く、雰囲気が良くなっている。ベテラン社

員との関係も良好。
●　他社で働いていた人材が転職する際に、住む場所がなくなり、２週間程度待機してもらうこと

がある。
●　登録支援機関任せにすることなく、制度を学んで採用することが大切。

■ 今後の採用の増員について
●　人手不足のため、今後、外国人材を増やしていく意向。
●　元技能実習生には、監理組合や外国人技能実習機構で管理されていて、そのまま、同じような

対応をしてもらえると思っている人材もいる。特定技能は、基本的に自分でやることを理解して
もらう必要がある。

■ 特定技能２号の活用移行について
●　特定技能２号に興味がある人材も４～５人いる。試験が難しいことは伝えている。

■ 新規国籍者について
●　どこの国でも、やる気があれば採用したいが、優先は、カンボジア、ネパール国籍。
●　基本的に海外で面接を行っている。現地の送出機関と連携して人材を集めている。

■ 共生社会に向けた取り組み
●　地元のお祭りの前の準備や、浜辺があるため、海の清掃活動などへ参加している。串間市の企

業なので、地元からお声がけいただいた時には参加できるようにしている。

5 効果と今後の動向

6 新規受け入れ国等の考え方
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ニカデク・ノビ・アンタリさん
●　インドネシアのバリ島の出身です。
●　日本に来る前に、日本語学校で勉強をしました。日本語能力検定はN4を持っています。
●　日本語で難しいのは、漢字が難しいと思います。読み方が難しい。
●　来日し、くしまアオイファームで４年働いています。工場で袋詰めや箱詰めの作業に従事して

います。
●　最初はなれなかったけど、頑張れば大丈夫です。
●　給料は、親に仕送りをしています。
●　日本で長く働きたいと考えています。

7 特定技能外国人の声
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●　主な畜種　　養豚・酪農（肥育豚）
●　飼育頭数　　乳用牛 520 頭　肥育豚 14,000 頭　母豚 1,250 頭（育成豚 450 頭含む）
　　　　　　　　循環型農業牛の餌　トウモロコシ、牧草を生産（37ha）
●　社員構成　　日本人 10 人
　　　　　　　　外国人 22 人

■ 在留資格等
●　特定技能外国人　　1 号 14 人（男性 11 人、女性 3 人）　（ベトナム 8 名、フィリピン 6 名）
●　技能実習　　　　　 2 号５人　1 号 3 人（外国人材全体の内女性 3 名、フィリピン 2 名、ベト

ナム 1 名）

●　現在、支援機関として、I ＆ T 協同組合・国際共生事業協同組合の 2 社に依頼、今後も継続し
て支援をお願いしている。

●　最初は技能実習生を受け入れたが、人手を増やすために即戦力として特定技能を採用している。
●　技能実習生も毎年 3 人程度受け入れているが、特定技能人材の方が手続きの上で雇いやすいと

感じている。
●　特定技能の受入を始めた背景は、人手不足の解消のため。そして、技能実習生より日本で生活

していた時間が長く、日本語レベルも高いため。
●　外国人側は、高賃金への期待とともに、農業における知識・経験を深めるため、日本での就職

希望があったため、給与・福利厚生面の説明にポイントを置いた。

■ リクルート方法について
●　現在の特定技能外国人のうち、自社の技能実習修了者は 2人。年金の一時金を受け取るために、

帰国する人が多い。
●　特定技能の友達から紹介や、夫婦で特定技能として移住してきたケースがある。外国人のコミュ

2 制度導入のきっかけ・取組等

１ 基本情報

受 入 れ 機 関
有限会社タカハシファーム
（�群馬県安中市）

登録支援機関
I＆T協同組合
国際共生事業協同組合

子牛・肥育豚の飼育をベースにSDGs宣言
外国人同士のつながりは大切に、キャリア
アップも目指す!

畜 産

11
事 例
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ニティの繋がりは強いと感じている。
●　人材の見極めが困難なため、支援機関から紹介された人を面接して採用している。面接をしな

いと、どういう人材か判断するのが難しいので行っている。

■ 雇用契約
●　直接雇用で、1 年契約が基本。本人の意思により継続可能である。
●　現時点で2号の資格を持っている人はいないが、取得希望の人もいるため、長期契約も考えている。
●　毎年 10 月の最低賃金改定時に、技能実習生を含め、全ての外国人の査定、昇給を行っている。

■ 支援計画について
●　支援計画は、登録支援機関と当社で協力して作成している。
●　給与、納税義務などのほかに、生活・手続き面の支援や相談体制の説明にポイントを置いた。

また必要なポイントは、登録支援機関の通訳を通して説明し、問題点・不明点については都度対
応するようにしている。

■ 住環境について
●　内装をリフォームした寮をそれぞれの農場の近くに設置して

おり、14 ～ 21㎡程度の広さの 2 人部屋を用意している。
●　個人負担を 25,500 円 / 人としている。
●　WiFi 環境が必須なので、最初から完備している。
●　農場が近い人には自転車を貸与しており、少し遠い人には車

での送迎を行っている。
●　市の方でゴミ出し・分別の案内が外国語対応しているので、

それを活用して説明をしている。

■ コミュニケーションについて
●　定期的なコミュニケーションに努め、登録支援機関が来ない日は、午後に部長が農場を回り、
コミュニケーションをとるようにしている。

●　外国人側から食事会に招待されるなど、円滑な関係を築けている。

■ 労働条件
●　給与は時給制で、1,000 円～ 1,200 円。その他にリーダー手当や運転免許手当などを出している。
月給換算すると 30万円を超える人もいる。

●　群馬県の最低賃金（985 円）以上の給料を、特定技能には支払っている。
●　農業なので労働時間は 8 ～ 9 時間と多いが、労働法に準じた休日及び残業手当を支給している。
●　賃金昇給については、毎年 10 月に各農場長とヒアリングを実施し、査定を行っている。
●　賃金以外の手当としては、資格・能力手当のほか、作業着及び作業に必要な物品は、全て無償

で支給している。

3 雇用契約・支援内容

4 労働条件とキャリアアップについて
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［事例11］有限会社タカハシファーム 

■ 安全衛生について
●　夏場は熱中症対策として、飲み物を会社負担で提供している。
●　会社としてSDGs 宣言をしており、循環型農業に取り組んでいる。
●　その具体的な取り組みとしては、自動搾乳機等の導入と生産性向上、高性能カメラの導入によ

る家畜の健康状態把握、自社独自の配合飼料と生産管理、品質・安全性の醸成、よりよい職場環
境の構築等である。

■ キャリアアップ・能力向上について
●　会社が必要とする人材に対しては、キャリアアップの仕組みがある。本年度に、ベトナム人の
一人が全額会社負担で自動車運転免許を取得した。その他で自発的に免許を取得した人には月
5,000 円の手当を支給している。

●　外国人従業員が多いためリーダー制度を導入し、グループ毎にリーダーを決め、技能実習生の
指導等を任せている。

●　社長を中心に作業の指導を行って教育している。
●　外部機関による作業教育の実施など、能力向上の仕組みがある。当社はその費用等の補助を実

施している。

■ 福利厚生について
●　今年は新年会を日帰り温泉施設を行った。
●　その他に地域の祭りへの参加や、バーベキュー等の食事会や懇親会を定期的に開催している。

■ 受入れ効果について
●　労働力が向上したことが非常に大きい。
●　外国人材がいなければ、経営継続できなかったと考えている。

■ 受け入れ後の課題・アドバイス
●　特定技能外国人に、長期的に働いてもらえるか不安だった。
●　自社でのリクルートは個人の能力や人柄まで分からないため、登録支援機関から紹介してもら

うことをお勧めする。また、費用は掛かるが、事務手間や、フォローアップ等を踏まえると、登
録支援機関は欠かせない。

■ 帰国後の交流について
●　帰国した外国人材との交流はない。

■ 今後の増員予定・新規国
●　会社として規模拡大をする予定がないので、増員は考えていない。（欠員が出れば増員を検討）
●　特定技能２号の希望者がいれば、今後採用を検討していきたい。

■ 共生社会の実現に向けた取組、育成就労制度について
●　地域行事に参加できるように休日調整をしているが、参加の強制はしていない。共生社会を考

5 効果と今後の動向
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えているわけではないが、折角日本で働いてもらっているので、日本文化にできるだけ触れても
らおうと考えている。

●　育成就労制度に関してはこれから勉強して、活用する必要性を感じている。
●　農業は経験がものを言うので期間は長い方がいいと考えている。

ダン・クアン・ホアンさん
●　ベトナム出身で、日本に来て 6 年になります。
●　3 年前まで沖縄で養豚の仕事をしていた。今は子豚の繁殖農場のリーダーをしています。
●　日本の生活に不満はないが、家族が本国にいるので最初は寂しかったです。
●　ベトナムで調理師免許を持っているので、帰国後はレストランをしたいと考えています。

6 特定技能外国人の声
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［事例12］株式会社北越鶏園 

●　主な畜種　　採卵鶏（育雛、育成、成鶏）
●　飼育羽数　　成鶏 350 万羽　育雛育成 180 万羽（タカムラグループ = 新潟＋栃木）
●　従業員数　　日本人 350 人（タカムラグループ）
　　　　　　　　外国人 43 人

■ 在留資格等
●　特定技能外国人　　２人（北越鶏園）　3 人（タカムラ）
　　　　　　　　　　　ベトナム人男性 1 人：2021 年 9 月技能実習生から特定技能 1 号へ移行
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2023 年 12 月特定技能２号試験合格
　　　　　　　　　　　ベトナム人男性 2 人：2022 年 2 月から特定技能 1 号
　　　　　　　　　　　　　　　　　　１人：2024 年 6 月特定技能２号試験合格
　　　　　　　　　　　　　　　　　　１人：2024 年４月から特定技能１号
●　技能実習生　　　　38 人（タカムラグループ全体で、ベトナム、ミャンマー、インドネシア）

●　人手不足の解消。技能実習生から継続して雇用するため、導入。
●　一番長い特定技能外国人（ソンさん）については、受け入れてから 9 年程度になる。2015 年

に技能実習生で受け入れ、2021 年に特定技能１号となった。
●　外国人側としては、高賃金と、整理整頓されたごみのない環境や生活など、日本の文化に憧れがあった。

2 導入のきっかけ・取組等

１ 基本情報

受 入 れ 機 関
株式会社北越鶏園
（新潟県村上市）
（�株式会社タカムラグループ、令和４年農事組合
法人から株式会社に組織変更）

登録支援機関
桜協同組合、アジアンテクノ協同
組合、富山国際研修振興協同組合

人と人とをつなぐ一貫体制の大グループで働く
特定技能２号を取得し、日本在留中の彼女と
結婚して新たな生活を!

畜 産

12
事 例
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●　登録支援機関の桜協同組合を中心に、特定技能外国人材を受け入れている。
●　ネット交流が活発に行われているため、同業他社との労働条件の比較による引き抜きを懸念し

ている。

■ リクルート方法について
●　自社の技能実習生 3号から、特定技能 1号として継続雇用している。

■ 雇用契約
●　雇用契約は外国人の意思を確認して、1年ごとの契約で、連続して 5 年間雇用としている。
●　北越鶏園では２人が特定技能２号に合格したが、この二人はさらに雇用期間を拡大したい。

■ 支援計画について
●　支援計画は、登録支援機関に依頼している。
●　事前ガイダンスでは特に給与と納税の関係や年金について、説明した。
●　技能実習生との違いを説明し、日本人従業員と同等の立場になり、1鶏舎 12 万羽を担当して
もらうことから、責任感とリーダーシップを持つことの重要性を伝えた。

■ 住環境について
●　共同住宅（一人 8 畳の個室にキッチン・押し入れがあり、バス・トイレは共同）を用意している。
●　現在外国人 5 名が居住しており、社歴の一番長いソンさんが、住人の取りまとめ役をしている。
●　Wi–Fi 等インターネットを完備し、通勤に自転車を貸与している。
●　受入れ当初は、花火等で近隣とトラブルがあったが、現在はない。
●　ゴミの分別等も理解しており、ルールに則ってゴミ出しをしている。
●　外国人は家庭菜園等を行いながら、生活をしている。

3 雇用契約・支援内容
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［事例12］株式会社北越鶏園 

■ コミュニケーション・苦情対応等について
●　毎日、朝・夕に朝礼やミーティング等で、業務内容の説明等を行っている。
●　夕方は、一日の作業の振り返りと、翌日の作業の段取りなど情報を共有する。
●　分かりやすい日本語での説明や、従業員同士のコミュニケーションを心掛けている。
●　アパートの設備などについての要望はあるが、苦情は特にない。

■ 労働条件
●　給料は時給制で 1,200 円～ 1,400 円 / としており、タカムラグループの関東地区と、賃金差は
設けていない。

●　賞与は特定技能外国人には支給している。
●　1 日の労働時間は 7.5 時間、年間通じて変わらない。

■ 安全衛生・労務管理について
●　安全衛生基準の順守は、母国語のポスターや掲示により、注意喚起している。
●　作業工程で使う機械は、除糞機、給餌機などで、特に危険な作業はない。
●　コンベアー・給餌機があるが、機械の修理等メンテナンスも行う。

4 労働条件とキャリアアップ・処遇
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■ キャリアアップ・能力向上対策について
●　今後新規に来るベトナム人の指導・教育などを担ってもらいたい。能力さえあれば、日本人・
外国人を問わずリーダーになり得る。

●　２号合格のソンさんは責任感があり、既に中核的な役割を果たしている。現在鶏舎管理担当者
として、１つの鶏舎（12 万羽）の管理を任されている。特に職務手当はないが、ボーナスに反
映している。

●　日本語能力検定等の合格者には、ランクに応じて祝い金などを支給している。北越鶏園では、
ソンさんともう 3 人の 4 人が N2 に合格している。

●　本人の希望があれば運転免許取得の支援をしていく。群馬県の教習所にベトナム人の教習員が
いるため、取得希望者は、そこに通って教習をうけている。

■ 昇給等について
●　今後賃金は評価制度による定期昇給制を導入する。
●　賃金以外の手当支給は、住宅補助・手当、日本語検定手当、作業着購入補助・手当を検討、リー
ダー手当ても考えていきたい。

■ 福利厚生について
●　感染症拡大のため、コロナ以降は忘年会等はやっていない。

■ 受入効果について
●　労働力の向上と、規模拡大等効果が出ており、技能実習生の模範となっている。
●　一方で、技能実習 3 号から他の業種（食品関係・レストラン等）や、関東地区への転籍もあり、
人材計画が狂ってしまうため、懸念材料もある。

■ 今後の採用の増員について
●　人手不足の解消のため、今後も特定技能外国人の採用を増やしていきたい。
●　在職する技能実習生が希望した場合は、採用したい。

■ 特定技能 2 号の活用意向について
●　すでに特定技能 2 号試験には 2 名が合格しているが、1 号の在留期間が残っているので、申請

手続きは今後となる。
●　ソンさんは、2 号試験合格のため特定技能 2号テキストを中心に勉強したが、日本語の読解力

やニワトリ以外の他の畜産動物の勉強が難しかったと説明する。
●　特定技能 2号に合格したので、今年 9月に技能実習で日本に在留している女性と結婚し、家
族帯同が認められる特定技能 2号の在留申請手続きを進めていきたいと力説する。

5 効果と今後の動向
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［事例12］株式会社北越鶏園 

■ 新規国籍者について
●　現在は技能実習生として在籍しているインドネシア人も、希望があれば、特定技能として採用

していきたいと考えている。
●　多国籍となる事への不安等はあるが、受入れ拡大していきたい。

■ 共生社会に向けた取り組み
●　外国人は、地域の祭り等を見に行ったりしている。
●　近隣の農家の方とは仲良しになり、自家野菜をもらったりする。
●　かつて新潟県においては、自治体の交流支援等はあったが、今は特にない。

■ 育成就労制度について
●　1 年間は移動が制限されてはいるというが、仕事を覚えたころに転出されるのでは、厳しいの

ではないか。
●　地方から都会への流失など懸念材料はあるが、特定技能 1号への移行を目指して積極的に活
用はしていきたい。

レ・クァン・ソンさん
●　この聞き取り調査に終始同席しており、日本語は不自由なく、日本文化や習慣を会得している。

特定技能 2 号試験に合格している。
●　2 号試験については、テキストを中心に勉強したが、ニワトリ以外の他の畜産動物の勉強と、

日本語が難しかった。特に質問の意味をとらえるのに苦労したと語る。
●　令和 6年 9月に技能実習生として日本に在留している女性と結婚予定。家族帯同が認められ
る特定技能 2号の在留申請手続きを進めて、今後も長く働きたいと考えている。

●　実家はベトナム北部のハノイ近郊で、もともとは豚や鳥を飼育するなど、農業をやっていた。
高校卒業後は、洋服関係の仕事に就いていたが、技能実習生として来日し日本で働いて、ベトナ
ムの両親の家を新築している。

6 新規受け入れ国等の考え方

7 特定技能外国人の声
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〇　アンケート集計について
　（一社）全国農業会議所では、農林水産省の補助事業「外国人受入総合支援事業」にて、特定技能
制度の適切な運用を目的に、令和２年度～同 6年度の 5年間で、農業分野の特定技能外国人材受入
れに関する、優良事例の収集・周知を実施しました。
　その手順は、①優良事例調査の基準策定、②優良事例の選定・確認、③優良事例の現地収集、④事
例集の作成・周知で進めました。
　その一環として、農業特定技能協議会に加入している受入れ機関に対し、農林水産省協力のもとに
アンケートを実施しました。アンケート結果は、①特定技能制度における農業分野の受入れ状況とし
てとりまとめ、併せて、②優良事例集の作成に活用しました。
　アンケート集計結果について、以下のとおり説明します。
※数値は、(令和２年度⇒令和３年度⇒令和４年度⇒令和５年度⇒令和 6年度 )
※グラフは令和６年度を使用
※必要に応じて、その他のデータも挿入

　アンケート調査の実施概要について説明します。主なポイントは、① 特定技能制度活用の理由と人
材のリクルート方法　② 特定技能外国人に対する雇用契約や支援内容　③ 特定技能外国人の労働条
件とキャリアアップ・処遇　④ 受入れた効果と今後の受入れ意向　⑤ 新規受入れ国の検討や共生社
会に向けた取組（３年度～ 6 年度）　⑥ 育成就労制度について（6 年度）です。

※農業特定技能協議会に加入している、受入れ機関からの回答状況

令和2年度 令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度

調査機関数 318 約1,500 約3,000 約6,000 約8,000

回答機関数 84 174 307 527 348

回収率 26％ 約12％ 約10％ 約9％ 約4%

（参考）農業特定技能協議会の受入れ機関の耕種・畜産の割合は、以下のとおり

調査年月 耕種農業 畜産農業

令和2年1月 72％ 28％

令和3年3月 71％ 29％

令和4年1月 73％ 27％

　特定技能外国人を受け入れている農業者等は、個人経営から大規模経営までありますが、当初のア
ンケート対象では、耕種・畜産とも、大規模経営の農家や農業法人が多くを占めていました。その後

１ アンケート調査の実施概要

優良事例調査に見る先進的取り組み
〜 5カ年のアンケート集計とその特徴〜

2-1 調査対象の経営規模など
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個人経営農家の参画も増えたため、令和４年度からは可能な限り、調査に取り入れていきました。
　また耕種・畜産とも、特定技能外国人とともに、技能実習生も受け入れている機関が多くを占めて
います。
　耕種農業では野菜栽培が大半で、野菜全般から単一栽培まであります。そのほか、果樹や花卉やキ
ノコ栽培も一定数あります。
　畜産農業では、酪農を始め、養豚、養鶏などです。
　また技能実習では同 2 号や同 3 号への移行対象職種・作業となっていない、水稲、肉用牛肥育、ブ
ロイラー飼育、種鶏・孵卵業務なども含まれています。

　令和２、３年調査の受入れ人数では耕種・畜産とも、1 機関あたり 1 人～ 2 人が大半（78% ⇒ 73%）
でした。これは、新たに創設された特定技能制度に対し、慎重に取り組んだ姿勢の現れだと思われま
す。その後も、個人経営農家の範囲では、少人数雇用の傾向が続いていますが、令和４年度からは、
10 人以上の受入れ機関も 47 機関⇒ 86 機関⇒ 19 機関に増え、大規模経営体では 20 人以上の受入れ
機関も一定数あります。
　また令和４年度調査では、特定技能外国人を雇用開始した時期は、令和元年度後半から 7.6%、令
和 2 年度前半が 6.7%、令和 2 年度後半が 12.6%、令和 3 年度前半が 14.3%、令和 3 年度後半が 27.0%、
令和４年度前半が 31.8% で、特定技能制度がしり上がりに定着していることを示しています。

（全てのアンケートは、複数回答を選択可となっている）
（グラフは、すべて令和 6 年度調査による）
　受入れ機関側が受け入れにあたって期待したことでは、人手不足の解消（78%⇒83%⇒73%⇒81%⇒81%）
が圧倒的に多く、人材不足を受け制度趣旨のとおり、特定技能外国人を農作業現場の即戦力として期
待していることがわかります。また事業規模が拡大するにつれ、受入れ人数は増加しています。
　さらに、技能実習生時代からの取組姿勢や仕事ぶりを信頼し、継続して働いてもらう事例（令和４
年 =64% ⇒ 54% ⇒ 58%）も多くあります。

3 特定技能制度を活用した理由について

24.4

81.3

57.8

42.5

20.1

0.3

0.6

人手不足の解消

事業規模の拡大

技能実習生から継続しての雇用
外国人材の活躍への期待

（優秀な人材確保）

その他

無回答

従業員の労働時間の適正化

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90%

2-2 特定技能外国人の受入れ状況
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　 外 国 人 材 側 が 期 待 し た と 思 わ れ る こ と は、 多 く が 日 本 で の 就 労 希 望 が あ り
（87% ⇒ 93% ⇒ 72% ⇒ 51% ⇒ 41%）、特に高賃金に期待している（36% ⇒ 58% ⇒ 67% ⇒ 61% ⇒ 68%）
ことが年々明白となっています。各人が、母国との賃金格差や帰国後の資金活用など、それぞれの理
由や目標のもとに仕事に臨んでいます。さらに、受入れ機関側との技能実習期間中にできた人間関係

（信頼関係）を重視し、いったん帰国した後も含めて、慣れ親しんだ農業現場に再度従事している事
例も相当数ありました。

　多くが技能実習 2 号や同 3 号の修了者（95% ⇒ 72% ⇒ 72% ⇒延 100% ⇒延 100%）であり、中で
も同２号修了者が多くを占めていますが、同 3 号修了者も一定数あり、かつ自社ルートでの採用が多
くを占めています。さらに自社・他社問わず、帰国実習生の再雇用も相当数あります。
　また国内・海外の技能測定試験の合格者ルートが、着実に増えて （6% ⇒ 13% ⇒ 11% ⇒ 25% ⇒ 30%）
来ました。

　リクルート方法で は、 関 係 す る 監 理 団 体 や 登 録 支 援 機 関 か ら 紹 介 を 受 け た 事 例
（52% ⇒ 51% ⇒ 50% ⇒ 38% ⇒ 46%）が多い中、自前でリクルートした機関（23% ⇒ 25% ⇒ 25% ⇒ 23％
⇒ 21%）も少し ず つ 増え、中 で も 自 社 の 技 能 実 習 修 了 か ら 移 行 す る 外 国 人 材（ 令 和 ５ 年
=60%+15% ⇒ 55%+15%） が 多 く を 占 め て い ま す。 海 外 の 送 出 機 関 を 通 じ て 採 用 し た 機 関

（7% ⇒ 3% ⇒ 3% ⇒ 3% ⇒ 3%）や、雇用している外国人材からの紹介事例も一定数あります。

31.3

68.1

41.1

2.9

3.2

高賃金への期待

農業における知識・経験を深めるため

日本での就労希望があった

その他

無回答

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80%

4 特定技能外国人のリクルート方法について

19.0

41.7

22.1

8.3

18.7

15.8

12.1

17.8

6.3

8.6

自社の技能実習2号修了者

他社の技能実習2号修了者

自社の技能実習3号の修了者

他社の技能実習3号の修了者

帰国していた自社の元実習生

帰国していた他社の元実習生

国内における農業技能測定試験合格者

海外における農業技能測定試験合格者

その他

無回答

0% 10% 20% 30% 40% 50%
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　また令和４、5 年度では、コロナ禍で帰国できない国内在留の外国人材を、特定技能で採用した機
関も多くありました。

※（制度開始初期に、受入れ側が課題としたこと）
●　申請書類が多く、準備に時間がかかった（約半数）
　（当局自体が混乱、内容が日々更新される、審査に時間がかかりすぎる、評価調書を断られた等）
●　制度が複雑でわかりづらかった（30%）
●　外国人材に給与の控除項目（税金や年金）を納得してもらうまでが大変だった（多数）

　調査では、ほとんどが直接雇用（100% ⇒ 95% ⇒ 89% ⇒ 89% ⇒ 79%）と回答しましたが、回答内
容からすると、実態は農業者の直接雇用が 9 割強で、派遣方式が 1 割弱と思われます。

　雇用期間は、大半が特定技能１号の最長 5 年まで雇用したいと考えていますが、労使双方の事情を
踏まえ、１年毎の更新とした機関（46% ⇒ 25% ⇒ 41% ⇒ 43% ⇒ 32%）と、3 ～ 5 年間の連続雇用契
約とした機関（44% ⇒ 59% ⇒ 35% ⇒ 34% ⇒ 36%）に分かれます。また農繁期（繁忙期）に雇用し

55.5

14.7

10.1

9.2

6.0

0.3

45.7

4.6

0.9

1.7

2.3

3.2

自社の技能実習生からの継続

帰国していた自社の元技能実習生

他社の技能実習生からの継続

帰国していた他社の元技能実習生

自社の外国人従業員からの紹介

他社の外国人従業員からの紹介

監理団体、登録支援機関からの紹介

海外の送出機関を通じて
全国農業会議所が運営する農業技能測定試験

合格者向け求人情報提供サイトを通じて
民間のマッチングサービスを通じて

その他

無回答

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

5 特定技能外国人材との雇用契約について

7.8

79.3

5.5

2.0

5.7

直接雇用

派遣契約

直接雇用と派遣契約の両方

その他

無回答

0% 20%10% 40%30% 80%70%50% 60% 90%
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て農閑期は雇用しないタイプは、（1 機関⇒ 3 機関⇒ 1 機関⇒ 5.9% ⇒ 7.6%）と増えています。また令
和６年度に特定技能２号を輩出した機関では、さらなる雇用期間の延長も望んでいます。

　1 号特定技能外国人に対しては、支援計画の作成と支援が必要となっていますが、支援計画は 8 割
が登録支援機関で作成（81% ⇒ 82% ⇒ 79% ⇒ 77% ⇒ 72%）しています。一方、受入れ機関自らが
作成（13% ⇒ 18% ⇒ 25% ⇒ 35% ⇒ 31%）した機関も、着実に増えてきて来ました。特に、大規模
農業経営体では、自前の支援計画作成が増加しています。

※（参考）登録支援機関への委託料（農業特定技能協議会でアンケート）
月　額 （平成2年1月） （平成3年3月） （平成4年1月）

　…〜 1万円 18％ 9％ 5％
1.1 〜 2.0万円 35％ 41％ 37％
2.1 〜 3.0万円 21％ 36％ 46％
3.1 〜 4.0万円 26％ 14％ 12％

　入国前のガイダンスでは、自社の技能実習生からの移行が大半を占めるため、技能実習との違いや
責任の度合いについて、特に給与や労働などの雇用条件、税金と年金加入等、生活・手続き等の説明
に力点を置いて説明しています。さらに労働者としての心構えや転職、生活面では日本での過ごし方
や注意点、犯罪などへの注意喚起、日本人との交流支援などについて説明しています。

31.9

8.9

17.8

15.2

3.2

17.5

7.5

4.0

9.2

連続して半年

連続して1年

連続して2年

連続して3年

連続して4年

連続して5年

農繁期（ ）ヶ月毎に通算（ ）年

派遣契約の場合

無回答

0% 10% 20% 30% 40%

6 特定技能外国人への支援内容について

72.1

31.0

0.9

8.3

受入れ機関（農業者等）

登録支援機関

その他

無回答

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 80%70%
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　用意した住環境では、職場から近隣でかつ日常生活に必要なスーパー等の距離などを重視して決め
ています。さらに、Wi-Fi設備環境を整え、1人1部屋など個室の確保や部屋の広さの重視、プライバシー
の確保や生活備品の充実も図っています。また宿舎を新築・改築した事例なども、複数機関ありまし
た。そして社宅・寮・戸建てに複数人の外国人材が住む場合、ごみの分別ルールを徹底し、近隣との
トラブル回避に努めるともに、受入れ機関側が事前あいさつなどを実施している事例も多くあります。

64.4

40.8

27.3

32.8

37.9

23.3

23.6

15.2

14.4

20.4

3.2

17.0

給与・控除など雇用条件に関する説明

納税や国民年金等の納税義務の説明

転職の自由の説明

技能実習制度との違いの説明

生活・手続き面の支援に関する説明

相談体制の説明

犯罪の誘い等への注意喚起

日本人や日本文化の特徴に関する説明

日本語学習への支援

要望等の聴取

その他

無回答

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

48.0

34.5

21.0

38.8

70.4

12.6

58.0

48.9

33.3

4.6

2.6

3.2

27.6部屋の広さ

個室の提供

居住費の抑制
住居（寮）を複数にわけること

（人間関係への配慮）
職場からの距離

Wi-Fi等のインターネット完備

キッチンの電化（火災等の予防）

自転車の貸与
ごみの分別等の注意喚起

（口頭説明、イラストの用意、他）
近隣住民とのトラブルへの配慮
（ゴミ出し、騒音、生活臭等）

その他

レクリエーション設備の用意

無回答

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 80%70%
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　一方で、祭りや地域行事などを通じた日本人社会との交流支援を企画・実行しようとしていますが、
新型コロナ感染症予防などのため、一定時期実施できなかった機関が数多くありました。さらに特定
技能外国人が道路や水路掃除、草刈り作業などの環境美化活動や地域の共同作業に参加するケースも
相当数あります。
　コミュニケーションの充実については、わかりやすい日本語やスマホ等も使用し、業務以外の会話
も行い、また国籍区別なくコミュニケーションに努めている機関が多くを占めてます。

　苦情対応や面談では、労働面では外国人材側が残業や休日出勤などの収入増加を求める意見が多い
中、生活面では住環境の改善、ごみ分別などの生活ルールの難しさ、コロナ禍での生活の厳しさを訴
える人もいます。一方、苦情なしと答えた機関も多くあります。

　総括すれば、新型コロナ対策やプライバシーの確保に留意して、双方のコミュニケーション充実に
努め、日本人と特定技能外国人材との信頼構築を目指している姿が見えます。

　時給か月給かでは、時給制（52%⇒68%⇒80%⇒71%⇒79%）と月給制（48%⇒32%⇒20%⇒29%⇒21%）
となりました。時給制が増えたのは、農作業が天候等に左右される事や、個人経営農家の特定技能外
国人の雇用増加を反映した形となっています。
　賃金は調査したすべての受入れ機関が技能実習生より高く設定していますが、令和 6 年度の中心帯
は、時給では 900 円～ 1,400 円、月給では 16 ～ 22 万円になっています。また令和 4 度からは月給 20

75.9

39.9

46.3

39.9

66.7

2.9

3.7

定期的に朝礼やミーティングで
業務内容の説明等を行っている

分かりやすい日本語で
説明することを心掛けている
日本人従業員や同僚同士の

コミュニケーションをとるよう促している
国籍に関係なく昼食や休憩等を

一緒にとるようにしている

その他

無回答

業務以外の会話も行うように
心がけている

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80%

14.4

15.8

4.9

6.0

12.9

60.6

残業の増加

賃金

休日出勤

個室の住環境の用意

苦情なし

無回答

0% 10% 20% 40%30% 70%50% 60%

7 特定技能外国人材の労働条件について
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万円以上の賃金も増え、30 万円支給の畜産農家も存在します。
　さらに個人経営農家を含めて、令和 5 ～６年度では、賞与 （30% ⇒ 23%）やその他の手当等

（17% ⇒ 14%） を出すケースも増えてきました。

（参考）厚生労働省の在留資格別賃金調査では、以下のとおり（円）

令和2年6月 令和3年6月 令和4年6月 令和5年６月
特定技能 174,600（勤続1.1年）194,900（同2.0年）205,700（同2.4年）198,000（同2.4年）
技能実習 161,700（勤続1.7年）164,100（同2.0年）177,800（同2.4年）181,300（同1.7年）

外国人労働者平均 218,100（勤続2.7年）228,100（同3.4年）248,400（同3.6年）232,600（同3.2年）

　1 日の労働時間は 8 時間程度が大半でしたが、（畜産・栽培等の）職種や作業形態及び経営規模に
より幅がありました。
　労働時間で気を付けていることは、農業は時間管理等の一部規定が労基法 41 条で適用除外ですが、
労働基準法を遵守・準拠して適切な労働時間管理に努めています。
　一方で、外国人材側ができるだけ多く働きたいとの要望に対し、特定技能外国人の体調管理や他従
業員とのバランス等を考えて、残業を抑制している一面もあります。
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　1 か月の休日は 4 ～ 5 日が大半でしたが、職種・作業により幅があり、10 日以上もありました。休
日に関しては、心身ともに休息してもらうことを第一とし、プライベートな時間として受入れ側は余
計な干渉はしないことを基本にしています。
　1 日の休憩時間は 1.5 時間程度（昼休み 1 時間、午前 15 ～ 30 分と午後に 15 ～ 30 分）が多くあり
ましたが、酪農などではその作業形態から 4 時間以上の事例もあります。作業や季節に応じてこまめ
に取り、水分補給や体調管理に注意しています。また、作業形態から全員が一律に休憩取得できない
受入れ機関もありました。

　作業時の安全衛生面では、多くが作業開始時などに注意喚起するとともに、定期や随時のミーティ
ング等で、安全面や衛生面の指導を徹底している事例も、直接雇用・派遣形態とも一定数あります。
基本的には、危険な作業はさせないとの方針ですが、お互いの声掛け徹底や慣れによる危険性を注意
喚起している機関は多くありました。職場環境等を踏まえ、ほとんどの機関がさまざまな注意や安全
指導を心掛けています。

20.7

4.3

59.5

11.5

4.0

7時間未満

7～8時間未満

8～9時間未満

9時間以上

無回答

0% 20%10% 40%30% 50% 60% 70%

64.7

54.3

69.0

40.5

2.6

4.0

体調のチェック

お茶、ドリンク、茶菓子の提供
暑い時期は休憩時間を長くする、

水分・塩分等を取るように
昼休憩を長くし、所用を済ませたり、
仮眠をとれる休憩時間にしている

その他

無回答

0% 10% 20% 40%30% 50% 70%60% 80%

84.2

24.1

54.0

3.7

3.7

2.0

安全・衛生の基準の遵守をポスターの掲示や、簡易な日本語表記や
外国人従業員の母国語表記による掲示により注意喚起している
作業上注意事項がある際は、常に事前に
指導者等が安全注意を促し徹底している

大きな声で合図や声かけ等
行うことを徹底している

事故の動画を見て、危険性を知ってもらう

その他

無回答

0% 10% 20% 40%30% 50% 70% 80%60% 90%
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　この調査の重要ポイントですが、特定技能外国人のキャリアアップや能力向上の仕組みがある機関
や、今後導入を考えている機関は相当数あり（30% ⇒ 48% ⇒ 48% ⇒ 49% ⇒ 48%）、しかも数・割合
とも確実に増えています。
　具体的には、作業員（スタッフ）から（日本人を含めたリーダー =56％、或いは外国人のリーダー
=59％）、及び指導員や現場監督者などで、能力に応じた昇格・昇給・手当を考えています。そのため（直
接雇用者・派遣事業者とも）受入れ機関側は、現場指導に加え、知識や実技の研修・研鑽に励んでいます。
　その一方で、個人経営農家を中心に職場の雇用実態及び労働者の平等性から、キャリアアップは考
えていない機関も一定数 =47％あります。

　賃金昇給の導入については、仕組みがある（48% ⇒ 52% ⇒ 33% ⇒ 36% ⇒ 36%）と相当数が答え、
その他も導入を検討している機関は一定数あります。具体的には、定期昇給を基本としながらも、日
本語能力、自動車運転免許や農作業機械の資格取得など、能力や要件に応じた評価による手当支給や
ボーナス支給等があります。

8 特定技能外国人材のキャリアアップや処遇について

29.6

11.8

46.8

13.2

キャリアアップの仕組みがある

キャリアアップの導入を考えている

キャリアアップの導入は考えていない

無回答

0% 10% 20% 30% 40% 50%

58.9

56.0

2.8

5.0

（日本人・外国人を問わず）農場長・現場管理者・
指導員等、各リーダーへの昇格

外国人従業員のリーダーへの昇格

その他

無回答

0% 10% 20% 30% 40% 50% 70%60%

23.6

35.6

26.7

8.0

8.9

賃金昇給の仕組みがある

賃金昇給の仕組みの導入を考えている

賃金昇給の仕組み導入は考えていない

その他

無回答

0% 10% 20% 30% 40%
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　賃金以外の手当がある機関も多く（48% ⇒ 39% ⇒ 35% ⇒ 44% ⇒ 44%）、皆勤手当、繁忙（酷暑）期手当、
通勤手当、日本語検定手当、リーダー手当、技能手当、運転免許手当などに加え、住宅費の補助や作
業着の支給など、様々な手当や現物支給等がありました。
　また技能実習からの移行に際しては、すべてが賃金を引き上げています。

　福利厚生面の導入機関は多く（57% ⇒ 39% ⇒ 54% ⇒ 57% ⇒ 57%）あり、大半が誕生日会や皆で
の会食や旅行などを通じた親睦会でした。
　しかし、コロナ感染症防止などのため、実施できていない機関も数多く見られました。

　大半が労働力アップにつながった（88% ⇒ 92% ⇒ 83% ⇒ 86% ⇒ 85%）と答え、次に職場の活性化
（44% ⇒ 41% ⇒ 30% ⇒ 33% ⇒ 33%）や規模拡大（37% ⇒ 26% ⇒ 22% ⇒ 26% ⇒ 31%）と続き、その結果、
売上増加（15% ⇒ 22% ⇒ 17% ⇒ 21% ⇒ 19%）した、イメージ向上した（17% ⇒ 14% ⇒ 5% ⇒ 10% ⇒ 8%）
となっています。
　また、職場の生産性向上や、現場全体の仕事に取り組む姿勢や活気が向上した、休日等を取得しや
すくなったとの報告も多くあり、最近では地域活性化や耕作放棄地の解消に役立ってるとの回答も一
定数あります。
　さらに令和４年～令和６年度では、特定技能外国人が技能実習生の模範（30% ⇒ 33% ⇒ 31%）や
目標になっているとの報告も、多く出てきています。

21.0

32.8

41.1

1.7

7.2

賃金以外の手当がある

賃金以外の手当の導入を考えている

賃金以外の手当の導入は考えていない

その他

無回答

0% 10% 20% 40%30% 50%

18.1

57.2

20.1

2.3

5.7

福利厚生がある

福利厚生の導入を考えている

福利厚生の導入は考えていない

その他

無回答

0% 10% 20% 40% 50%30% 70%60%

9 特定技能外国人を受け入れた効果について
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　SNS 等での連絡や相互訪問等の帰国者との交流を企画している機関（43% ⇒ 34% ⇒ 22% ＋α
⇒ 57% ⇒ 62%）のほか、知人等の紹介を期待したり、一部には事業提携や海外展開を模索していく
機関（5% ⇒ 4% ⇒ 7% ⇒ 7% ⇒ 3%）もあります。

32.8

84.8

31.0

18.7

7.5

30.5

20.1

4.0

10.9

12.4

1.1

3.7

労働力アップ

職場活性化

規模拡大

売上増加

職場のイメージ向上

技能実習生の模範になっている

従業員が休日を取得しやすくなった

営業・配送等に力を注げる

地域の活性化につながっている

耕作放棄地の解消につながっている

その他

無回答

0% 20%10% 40%30% 60%50% 80%70% 90%

帰国後のフォローや今後の特定技能外国人材の採用について10

2.3

19.0

1.1

42.8

22.4

3.4

35.1

相互訪問等帰国後の交流

事業提携、あるいはその模索

海外展開を見据えた取り組み

SNS等を通じた連絡

その他

無回答

人材確保にむけた友人・知人等の紹介

0% 10% 20% 30% 40% 50%
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　今後の採用は、特定技能外国人を増やしていくという機関（76% ⇒ 66% ⇒ 54% ⇒ 67% ⇒ 67%）
が圧倒的に多く、その意向がない （5% ⇒ 1% ⇒ 7% ⇒ 8% ⇒ 11%）とした機関は少数でした。また、
今後の情勢がわからないので、動向を見守りたい又は分からない（19% ⇒ 33% ⇒ 35% ⇒ 33% ⇒ 37%）
との意見も相当数あります。

　特定技能外国人材を増やす理由としては、日本人労働者の確保が難しい中、スキルや意欲のある外
国人材を、即戦力として積極的に活用していくとの姿勢が明確に見られます。

　その一方で、転職等の事由により特定技能外国人が定着しづらい（36%）一面から、慎重に取り組
みたいとの意見も一定数あります。

10.9

67.2

36.5

1.1

1.4

意向がある

意向がない

未定

その他

無回答

0% 10% 20% 30% 40% 70%50% 60% 80%

53.4

65.8

50.4

26.9

0.0

1.3

よく働いてくれている

人手不足を解消するため
現在働いている技能実習生が

希望したら採用する
技能実習生と比べ日本語能力や

社会適応性が高い
その他

無回答

0% 10% 20% 40% 50% 60%30% 70%

25.0

34.1

25.6

23.8

転職の自由により定着しづらい

登録支援機関への支払いの負担

その他

無回答

0% 10% 20% 30% 40%
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　さらに特定技能２号の設定にも、半数程度から期待が寄せられている一方、未定との回答も一定数
あります。そして令和６年度では、２号合格者がいる（0.6%）中、農業分野で特定技能２号合格者を、
実際に２００人余輩出しています。 

　現在受け入れている国では、今まではベトナムが一番でしたが、インドネシアがトップになりまし
た。その他はフィリピン、カンボジア、タイ、中国、ミャンマーなどの順となっています。

11.5

38.8

36.5

0.6

13.2

意向がある

意向がない

未定

合格者がいる

無回答

0% 10% 20% 30% 40% 50%

新たな受入国の需要について11

41.4

0.3

8.3

0.9

7.5

7.2

1.4

6.3

0.0

0.6

19.3

0.0

31.9

5.7

0.9

0.0

0.6

0.3インド

インドネシア

ウズベキスタン

カンボジア

スリランカ

タイ

中国

ネパール

パキスタン

バングラデシュ

ブラジル

フィリピン

ベトナム

その他

ラオス

モンゴル

ミャンマー

無回答

0% 10% 20% 30% 40% 50%



80

　今後新規に受入れを検討している国としては、令和６年では、インドネシア、ミャンマー、ネパー
ル、ベトナム、フィリピン、カンボジア、タイ、ラオス、中国、インド、バングラデシュ、ウズベキ
スタン、モンゴル、スリランカ、パキスタンなどの順となりました。

　新規受入れ国の検討にあたり、異なる文化、宗教、食事、慣習を懸念し、多国籍人材間の共生やコ
ミュニケーションに気遣っています。
　その結果、受入れニーズとしては、積極的に受け入れたいとする一方、不安はあるが受け入れたい、
新規国はあまり受け入れたくないとの回答も相当数ありました。

12.4

1.1

2.6

0.3

2.6

1.4

4.9

70.7

0.3

1.1

3.2

0.3

4.3

8.0

1.1

1.7

1.1

1.4インド

インドネシア

ウズベキスタン

カンボジア

スリランカ

タイ

中国

ネパール

パキスタン

バングラデシュ

ブラジル

フィリピン

ベトナム

その他

ラオス

モンゴル

ミャンマー

無回答

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 80%70%
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　地域の行事やイベント（祭り、運動会、文化祭、日本語教室、小学校等との交流会など）に、特定
技能外国人を参加させたりする一方、地域の共同作業など（除雪、草刈り、道路清掃等）に参加して
地域交流を深めていく取り組みも進んできています。

　受け入れる特定技能外国人について、自治体のリクルート支援やマッチング支援、地域社会や交流
に関する支援等は、いろいろな支援を自治体へ期待していますが、実現できているのは一部地域に限
られています。

41.7

43.4

20.1

27.0

28.2

37.4

20.4

3.4

文化・習慣による生活様式など

宗教観や食事制限

食事

国民性

多国籍になることによる不安

その他

無回答

現在在籍している特定技能外国人や
技能実習生とのコミュニケーション

0% 10% 20% 30% 40% 50%

共生社会に向けた取り組み12

48.6

34.5

4.3

8.0

29.6

5.7

地域の共同作業
（清掃活動等）などへの参加

地域行事（お祭り、運動会、文化祭、
餅つき、成人式等）への参加

地域の小・中・高との交流

会社主催の慰労会に
地域の方々を招待し、交流を深めてもらう

その他

無回答
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4.0

6.0

13.5

18.1

1.4

3.2

67.8

特定技能外国人のリクルート支援

特定技能外国人のマッチング支援
地域の共同作業（清掃活動等）

などへの参加支援
地域行事（お祭り、運動会、文化祭、
餅つき、成人式等）への参加支援

その他

無回答

地域住民や小・中・高との交流支援
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　有識者会議等の意見を踏まえ、令和６年度国会審議で入管法や育成就労法の改正が成立しましたが、
令和６年度調査では育成就労制度に対して受入れ機関の考え方を聞きました。
　育成就労制度になっても、外国人材が特定技能１号への移行を目指していく（27%）、積極的に取
り組む（3%）考えだとの意見が相当程度ありましたが、まだ制度をよく理解していないので、これ
から制度について勉強する（29%）、育成制度はよくわからない（21%）との意見も一定数を占めて
います。

育成就労制度への考え方や取り組み13

2.6

27.3

29.3

20.7

7.2

2.0

17.8

育成就労制度を積極的に活用していきたい
（特定技能1号への移行を目指して）

育成就労制度を積極的に活用していきたい
（育成就労期間のみ雇用を考えている）

育成就労制度について、
これから勉強していきたい

育成就労制度はよくわからない

その他

無回答

育成就労制度には余り興味がない
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